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「うどん県」というネーミング
がすっかり定着してしまった香川
県は大まかに表すと南北約３０km，
東西約１００kmの半円形に似た，
現在日本一面積の狭い県，四国の
右上です。
なぜか，松山や高知と間違えら
れてしまう県庁所在地，高松市に
は特別名勝栗林公園と，源平の合
戦場となった屋島があります。国
の特別名勝に指定されている庭園
の中で，最大の広さを持つ栗林公
園は，西側の紫雲山を借景とし，
すぐれた地割り，石組みを有し，

うどん県，それだけじゃない香川県

香 川 県

ふるさと自慢 ～私のお気に入り～

高松港の夕日

栗林公園



一歩一景といわれる変化に富んだ
美しい江戸時代初期の回遊式大名
庭園です。
源平合戦の古戦場として名高い
屋島は，おそらく一度見たら忘れ
られないほど特徴的で美しいフォ
ルムをもつ，瀬戸内海に突きだし
た巨大な溶岩台地です。その隣に
は５つの剣（１つは江戸時代に地
震で崩落）のような岩が山上にそ
びえる五剣山があります。どちら
にも山上には四国遍路の札所（８４
番札所屋島寺，８５番札所八栗寺）
があり，八栗寺にはとてもレトロ
なケーブルカーで上がることがで
きます。
香川県に来たら絶対に食べてい
ただきたい，うどん以外のものと
言えば，丸亀市の骨付鳥。鶏の骨
付もも肉をニンニクの効いたスパ
イスで味付けし，オーブン釜など
で焼き上げたもので，歯に自信が
ない方にはおすすめできないほど
噛みごたえがあるおやどりと，柔
らかくて食べやすいひなどりの２
種類があります。
そしてなんといっても，最後は
うどん。讃岐うどんを打つときの
塩加減を指す言葉に土三寒六常五

杯というのがあります。土用の時
期と寒い時期，通常の季節での塩
の配合量を表す言葉ですが，厳密
にいえば，うどん屋さんではその
日の気温や湿度で水や塩の加減
を，職人の経験をもとに毎日変え
て打っているのだそうです。夏と
冬では全く配合量は異なるのです
が，食べる側からすると違いを全
く感じない，そういうところが，
職人技なのです。そんなことも頭
に入れて讃岐うどんを食べると，
また違った感動があるかもしれま
せん。
同窓諸兄からは「四国にはまだ
行ったことがない」というお声が
よく聞かれます。是非一度，四国

香川へお越しいただき，うどんも
うどん以外も堪能していただけれ
ばと思います。

（平成８年卒 鳥養智子）

高松市内より屋島と五剣山を臨む 丸亀市の骨付鳥

昭和３９年製造のケーブルカー

さぬきうどん

ふるさと自慢



ロビーコンサートをお話しする
には今千葉病院に置かれているピ
アノのことに触れなければなりま
せん。
夏の日のある懇親会で，英語の
ウイリアムズ先生（当時）が実は
イギリスの音大のご出身でもあ
り，ピアノの名手であることを聞
きました。知らなかったこととは
いえびっくりしました。そこで，
ロビーコンサートの初回は何と
いってもピアノコンサート，それ
も３０年もピアノを封印してきたと
いうウイリアムズ先生のピアノを
ぜひ聞きたい！と思いました。恐
る恐る先生におたずねすると，
「あー，いいですよ，でもおくさ
んのほうが上手です，おくさんに
頼みます」意外にあっさりとお引
き受けいただきました。
さて，ロビーコンサートがどう
やら開催できる方向になってきた
ものの，ピアノの調達をどうした

ものか…最
初はレンタ
ルでも，と
考えていま
したが意外
と高い。そ
こで，新聞
で時々出て
いる「弾か
ないピアノ
をお譲りく
ださい」と
いう広告を
思い出しました。ダメもとでも一
回やってみよう，と矯正学講座が
連絡で使っているメーリングリス
トで流してみました。
すると間もなく，山崎康博先生
（平成１２年卒）から実家に弾いて
ないピアノがあると連絡があり，
しかもお住まいは美浜区磯辺で千
葉病院とは目と鼻の先。こんな
ラッキーなことってあるんだ，と

ほっぺたをつねりたいくらいでし
た。早速ピアノを拝見し，お父上
の博道先生（昭和４５年卒）の「嫁
にだすようなものだ」とのお言葉
に甘え，千葉病院１階待合ロビー
に運ばせていただきました。

千葉病院ロビーコンサートのピアノ …お嫁に来たピアノ…
昭和５０年卒業 茂木悦子 記
昭和５６年卒業 橋本貞充 写真

い な げ

山崎先生のところからお嫁に来たピアノ

髙野前千葉病院院長より山崎博道先生へ感謝状の贈呈（第３回時） 第１回 ウイリアムズ先生ご一家の演奏



いよいよ，第１回ロビーコン
サート。ウイリアムズ先生ご一家
によるピアノの演奏に１００名を超
えるお客様はすっかり堪能された
様子でした。
その後，ピアノはコンサート限
定使用とし，コンサート前には調
律し，演奏者にはベストコンディ
ションのピアノを提供していま
す。音に深みがあってよく響き，
タッチの応答がほどよく，弾きや
すいピアノだと演奏者からも高い
評価を得ています。
寄贈された山崎博道先生もコン
サートには足をお運びくださり，
演奏を楽しんでおられましたが，
第４回の計画を練っていた２０１３年
９月のある日，山崎博道先生の訃
報が伝わってきました。言葉に尽
くせない残念なことでした…。
しかし，先生の“娘”のピアノ
はこれからもコンサートの度に聴
く者に感動を与え，大活躍するこ
とでしょう。
千葉病院を訪れたら，そしてタ
イミングよくコンサートに遭遇さ
れたらぜひ，このピアノに様々な
思いを馳せていただけたら，と思
います。

写真の説明：
第１回（平成２４年９月２９日）
ウイリアムズ先生ご一家のピアノ
コンサート。特に先生と奥様との連
弾は圧巻でした。
第２回（平成２５年１月２６日）
村田憲一郎先生（昭和５０年卒・ド
ラムス）率いるトリオ。ピアノ・小杉
雄一先生（昭和５２年卒），ベースは
プロの三橋洋介さん。
ジャズの生演奏を病院ロビーで聴
けるなんて感動的でした。
第３回（平成２５年６月２９日）

門平忠一郎先生（昭和４３年卒），
竹元ゆうき先生（昭和５７年卒），中井
麗子さん（衛生士校OG）による本
格的な声楽。ロビーの天井まで揺る
がすような迫力にしびれました。

そして，前号でお知らせしました
第４回の東京歯科大学管弦楽部有志
による演奏へと繋がるのです。

◆東京歯科大学千葉病院 第５回ロビーコンサート◆
夏の日のピアノの調べ（仮）

日時：２０１４年７月２６日（土）開場１３：４５ 開演１４：００
会場：東京歯科大学千葉病院１階待合ロビー
出演：加藤京子（昭和５８年卒）小林祥子（本学４年生）
◆東京歯科大学管弦楽団 第３７回定期演奏会◆
日時：２０１４年７月２７日（日）開場１４：００ 開演１４：３０
会場：東京歯科大学千葉校舎 講堂
指揮：直井大輔

皆様のお越しをお待ちしております！

第３回 左から，中井さん，門平先生，竹元先生による初夏の歌声

第２回 村田先生，小杉先生のジャズコンサート

ご案内

い な げ



現在，支部に属する一般会員は高齢会員などを除
くと４，５００余名。
１０８支部のなかで１００名以上が７支部，逆に２９支部
は１５名に満たず，その内の１０支部にいたっては１０名
以下となっている。この支部格差を時代の流れとし
て諦観することは易しい。だが，この現実を見据え
て将来の同窓会をどう捉えるか考えることこそが，
今，私たちの課題ではないか。
会員の少ない支部は，会計基盤も弱く支部活動が
極度に制約を受けることは容易に想像できる。同じ
同窓でありながら，地区歯科医師会等での立場が各
支部によって差が生じていることに加え，親睦の機
会，学術交流，冠婚葬祭等の諸々の情報交換が極度
に制約を受ける現実は看過しがたい。支部会員数の
バラツキは単に量的問題ではなく，そのことが同じ
同窓会員でありながら，享受可能な権利という質的
格差に繋がっていくことが問題なのだ。

本来同窓が平等に持つはずの選択肢の幅，リスク
対処や回避の可能性すら極端に制約を受けるとなる
と，単なる心配ごとでは済まされまい。会員間の不
平等・不公平感といった不条理な格差は，測るもの
さしがあるわけではなく，相対的な受け止め方とい
う側面が強いため正面切って不満顔もとりにくく，
なかなか表に現れないため見過ごされがちだ。
実際，どの支部からも不公平感を訴えられたこと
はないが，同窓会が拠って立つ伝統的な“家族主
義”に照らして支部間の格差をしっかり受け止め，
さらに広がるかもしれないこのリスクを共有するこ
とができなければ，同窓会はその存在価値さえも問
われかねない。この格差を抗しきれない流れだとす
れば，単なる会費の再分配などで補える部分は限ら
れるだろう。だからこそ，私たちはもう少し，先の
ことを見据えるべきではないか。同窓会の執行部が
進めている構造改革の大きな役割は，実はこの広い
意味でのサイレントマイノリティーからのシグナル
を見逃さない新しいシステムづくりと位置づけるべ
きだ。
もう一つは，有形の見返りがなくても，自分の所
属する団体が社会的に誇れる組織として存在し，同
じ同窓会員が多方面に指導的な立場で活躍している
ことが，同窓会組織の大きな証であると受け止めら
れれば，同窓の一員として居心地の良い「居場所」
を見いだしてもらえるのではないかという視点だ。
事業改革としてのアカデミア構想は，同窓会の次
代を担う人材を育成するのが狙いだ。少し時は要す
るが，歯科医学的にも歯科医療的にも，医政を含め
社会的視野を兼ね備えた人間味豊かなリーダーが育
成されることが，帰属する同窓会を誇り，距離や人
数にまつわる格差を超え同窓会の存在感を公平に享
受できることに繋がる。
すでに，我が同窓には，地域医療を支え後輩のお
手本になる優れた人材が全国でくまなく活躍してい
る。この高山血脇先生からの遺産ともいえる“国
手”の存在こそがアカデミア構想の構成母体であ
り，今後長く続く後輩たちの利用可能な資産でもあ
る。

遺産と資産

副会長

宮 地 建 夫

巻 頭 言
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母校関係行事・案内
●平成２６年度東京歯科大学学会
第２９８回総会 平成２６年１０月１８日（土）・１９日（日） 水道橋校舎新館

演題締切 ８月２６日（火）

理事会より
●今年より，「総会」はなくなりました。事前の届出により「評議員会」は傍聴ができますのでご希
望の方は，事務局にご連絡ください。「新進会員のつどい」は，参加費は無料ですので，ぜひ多く
の新進会員（卒後５年以内）のご参加をお待ちしております。

同窓会事業・行事
●学年代表者会
と き 平成２６年７月１３日（日）
ところ 東京歯科大学水道橋校舎新館１１階 第１講義室

●第４２回全国ゴルフ大会
と き 平成２６年９月１５日（月・祝）
ところ おおむらさきゴルフ倶楽部（埼玉県）

●平成２６年度東京歯科大学同窓会評議員会
と き 平成２６年１１月２日（日）
ところ 如水会館

●新進会員のつどい
と き 平成２６年１１月３０日（日）
ところ 東京歯科大学水道橋校舎本館１３階 第１講義室

●TDC卒後研修セミナー２０１４プログラム

地域支部連合・支部関係
●支部長交代
平成２６年２月９日付
岡山県支部 伊丹 義明 氏（昭４６卒）

前支部長 倉田 庸生 氏（昭５４卒）

平成２６年２月１３日付
下谷支部 鈴木千枝子 氏（昭５３卒）

前支部長 笹間 悦正 氏（昭５９卒）

平成２６年３月１日付
荒川支部 大島みどり 氏（昭５７卒）

前支部長 宮下 達也 氏（昭３５卒）

平成２６年３月３１日付
室蘭支部 山本 内匠 氏（昭５１卒）

前支部長 古谷 忠雄 氏（昭４３卒）

平成２６年４月１日付
渋谷支部 松野 修次 氏（昭５１卒）

前支部長 青木 栄夫 氏（昭４１卒）
沖縄県支部 友利 隆俊 氏（昭６０卒）

前支部長 新垣 元洋 氏（昭５１卒）

卒研セミナー
№４ 臨床セミナー「どうして定期健診を受診

してくれないの？」
～行動科学を知ろう～ ７月２７日（日）

№５ 臨床セミナー「困った…！ 義歯の悩み
解消します」
～あんなこと，こんなこと…実際の症例
を通して考えていきましょう～

９月２１日（日）

№６ 臨床実技セミナー「MTM新時代」
～歯科矯正用アンカースクリューの有効
性を検証する～ １０月１２日（日）

特別企画 インプラントセミナー －臨床から
基礎へ，基礎から臨床へ－「Evidence-
Based-Clinical Practice for Implant」
～科学的根拠をもったインプラント臨床
を実践するために～

７月２６日・２７日（土・日）

お 知 ら せ
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若いうちから同窓会に親しみをもてるよう若い先生方を対象に準会員制度と新進会員制度を昨年より始
めました。勉学に励む在学生に同窓会がどのようにアプローチすることができるかが課題でしたが，今回
大学のご配慮で同窓会報を準会員の母校在学生に直接配り，同窓会の意味について説明することができま
した。
第１回目は同窓会報１２月号の配布で，１年生から３年生までは宮地建夫副会長，４年生には髙橋義一専

務理事が担当しました。もちろん突然教室にお邪魔して話すわけにもいきませんので，佐藤 亨学生部長
（同窓会総務・厚生担当常任理事）にイントロをお願いしました。佐藤先生は同窓と在校生とのコーディ
ネーター役で，さすがと思わせるお話しぶりで，静かな空気を介して遠くに感じていた学生さんたちは一
瞬にして同窓会の役員に注目しクラス全員がすぐ近くに感じるようになりました。
１年生は英語の授業の時間の一部を使い，２グループにわかれて２回，２年生と３年生はホームルーム
の時間に全員が集まっているときに，４年生は社会歯科学の講義の時間の一部を利用してそれぞれトータ
ルで２０分ほど使って紹介をしました。学長と会長のご挨拶が表面に，裏面には『HPをとおして若手ネッ
トワークに是非アクセスを』と呼びかけが載っているリーフレットを同窓会報と一緒に配りました。準会
員の記事や母校だよりがあり，友達の写真をみつけて「おっ」といいながら話し声がいろいろなところで
聞こえるようになるなど興味を持ってもらえたようです。まさに同窓会と準会員との距離が近づいたこと
を実感する一瞬で，次なる可能性も膨らんできました。今後できれば同窓会報が出るたびに訪れ，同窓会
のいろいろな話をする。そんな地道なアプローチを重ねることにより自ずと卒業した時には同窓会に親近
感をもって参加するようになるのではと考えています。さて話の内容ですが，宮地副会長が東京歯科大学
校歌の歌詞を題材に大変面白い話をしました。ここでは宮地副会長に学生にお話しした内容をまとめても
らいましたので紹介しましょう。

重点事業へのアプローチ

準会員へのアプローチ
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学生諸君
今日は同窓会から，皆さんの
持っている“資産”について話を
しようと思って来ました。
少し外側からみると現在の東京
歯科大学は羨望の的で，国家試験
をはじめ文武両道まさに校歌の出
だしの「校旗は燦たり」というと
ころです。皆さんにお聞きしたい
のは校歌の次です。「我らが志望」
卒後どんな歯科医になりたいと考
えていますか？歯科医の免許を取
るのは目的でなく手段です。そし
て現在の歯科医の選択肢は驚くほ
ど広がりを見せています。６年の
学生時代は長いようで，短いもの
です，自分の志望が炎となれば，
学生生活がとてつもなく有意義な
ものになるはずです。
歯科医としてどんな方向に進ん
だとしても，２つの基本軸はどん
な時代になっても変わりません。
一つは“窮理の治法”であり，一
つは“ひとえに仁なり”です，こ
の２つが合わさって“国手”つま
り尊敬に値する歯科医に繋がると
校歌は詠っています。窮理とは歯
科医学の科学的根拠を学ぶことを
指していますし，皆さんの毎日は
ここがメインです，もう一つの仁
は歯科医療の倫理を一字で表した
ものです。東京歯科大学では優秀
な研究・教育者が皆さんの“我が
師”となってくれています。そし
て患者さんから慕われながら地域
医療を支えているまさに最前線の
先輩が全国各地に広がっていま
す。この地域医療の担い手こそ歯
科医療のそして仁の“我が師”な
のです。皆さんは東京歯科大学に
入学した瞬間から，同窓会のもっ
ている全国各地の“我が師”を一

つの“資産”として手にしている
わけです。その手にした資産を運
用するには，まず同窓会の輪の中
に入ることです。この同窓会誌は
そのドアの開け方が載っていま
す。
同窓の輪に入り“こぞりて磨け
ば，未来は響けり”となるはずで

す。
“国手”になった皆さんが，全
国に広がり次代の後輩のための師
になって下さい。最後はお願いに
なりましたが，貴重な授業時間を
割いていただき，ありがとうござ
いました。

校 歌

北原白秋：作詞 山田耕筰：作曲

校旗は燦たり風ひるがへれり

我らが志望は炎と騰れり

起て起て今こそ我が師に見えむ

醫はこれ済生ひとへに仁なり

国手の精神窮理の治法

こぞりて磨かむ未来は響けり

大学ホームページより
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同窓会では，若い先生にとっ
て，より身近な会であるように
折々に同窓会の紹介を行っていま
す。特にこの季節は母校の卒業
式，臨床研修修了式などがあり，
この機会に委員や理事が母校の教
室等にお邪魔して同窓会の紹介を
行いましたので，ご報告いたしま
す。

３月１４日（金） １１９期卒業生への
オリエンテーション
今年度は，１２３名の新入会員を
迎えました。そこで，卒業式の前
日，佐藤 亨学生部長（同窓会総
務・厚生部担当理事），河田英司
教務部長（同窓会事業推進部担当
常任理事）のイントロにつづき，
髙野博子常任理事より，同窓会の
組織について，同窓会のメリット
と活用法について，また卒業生の
半数を占める女子学生に継続就業
の大切さが呼び掛けられました。
佐々木葉子（若手ネットワーク委
員会委員長・広報委員）より若手

支援ネットワークの活用法と広報
委員会として会報・HP・FBの活
用法を，お話させていただきまし
た。若手支援ネットワークを活用
し，新しく歯科医師としての道を
スタートする先生方のお役にたて
れば幸いです。最後に，山本雅通
事業推進部卒後研修委員会プログ
ラム委員長から卒研セミナーにつ
いてのご案内と臨床に向けての熱
い思いが語られ，卒業生は皆熱心
に耳を傾けていました。水道橋校
舎における初めてのオリエンテー
ションでしたが，千葉校舎に比
べ，卒業生達が近く其々の顔が良
く見えて，思いが直接伝わってい
るような感じがしました。オリエ
ンテーション終了後には，佐藤学
生部長のお計らいでクラス代表を
決定していただき，代表になった
田中亜生先生，橋口あや子先生と
ご挨拶をすることが出来，今年度
予定している「新進会員のつど
い」準備会へのお誘いをすること
も出来ました。その他にも，さっ

そく卒研セミナーやゴルフ大会の
事，研修後の進路の相談，クラス
会開催についてなどの質問をいた
だきましたので，この感じで良い
関係を続けていければ，同窓会の
事業にもきっと参加してもらえる
のではないかと感じました。

クラス代表の先生たち

３月１７日（月） 水道橋病院歯科医
師臨床研修修了式
水道橋病院では，臼井常任理事
より同窓会の概要について解説頂
いた後，若手ネットワーク委員会
北村 晃副委員長より若手支援
ネットワークシステムの解説と同
窓会HP・FBの若手ネットワー
クメールボックスの宣伝を致しま
した。北村副委員長から「解説後

同窓会オリエンテーションを行ないました。
若手ネットワーク委員会・広報委員会

佐々木 葉 子

卒業生へのオリエンテーション 水道橋病院オリエンテーション

重点事業へのアプローチ
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の会話で，他大学出身の先生には
正直同窓会については良い反応は
得られませんでしたが，メール
ボックスについては機会があれば
利用したいという声がありまし
た。縁あって水道橋病院で研修を
されたこのような他大学出身の先
生の対応についても今後さらに検
討していかねばならないと感じま
した。そして研修医修了後にオリ
エンテーションを行うことはもち
ろん重要と考えますが，大学院卒
業，レジデント終了で，病院を離
れる時こそ，改めて同窓会につい
て解説し，あなたは〇〇支部に属
するのですよと伝えることが同窓
会離れを防ぐ上で大事なのではな
いかと今回初めてこのような機会
をいただいて感じました。」との
ご報告をいただきました。

３月２４日（月） 千葉病院歯科医師
臨床研修修了式
矢﨑会長・宮地副会長が，臨床
教授として講義を行ない，その中
で同窓会の案内を行いました。両
先生の講義は，研修を修了したば
かりの先生のこれからの歯科医師
人生にとって，とても大切な宝物
になるはずです。研修を修了し新

しいスタートに立った先生方が，
両先生の講義を聞くことが出来る
…これこそ，東京歯科大学同窓会
の大きなメリットだと思います。

３月２５日（火） 市川総合病院歯科
医師臨床研修修了式
財部副会長より，同窓会の組織
についてのお話の後，広報，若手
ネットワーク関係の案内を行ない
ました。今年の修了生は，昨年度
千葉病院で最後の卒業式を行なっ

た学年で，ちょうど１年前に，晴
れ姿の写真を撮らせてもらった先
生がいらっしゃいました。その時
と比べ，顔つきも一段ときりっと
して，立派に歯科医師として診療
にあたられているのだろうと感
じ，懐かしく，とても嬉しく思い
ました。我が校の卒業生ではない
先生より，レジデントが修了し地
元へ帰った際にも，東京歯科大学
大学の同窓会員として研修会など
に参加することは可能ですか・と
の質問をいただき，財部副会長よ
り推薦会員について説明をいたし
ました。他大学の先生にも，東京
歯科大学の同窓会に魅力を感じて
もらえているのだと大変うれしく
思いました。
我が校の卒業生や研修医修了生
は，今後の歯科界を担うとても優
秀な先生たちです。同窓会では，
期待と不安に胸を膨らませ，新た
なスタートに立った先生たちに
とって，少しでもプラスになる情
報を届けすることが出来るよう
に，そして一人一人の顔が見える
身近な同窓会であるように，しっ
かりと連携をとっていきたいと思
います。

千葉病院オリエンテーション 市川総合病院オリエンテーション

市川病院研修医修了生と

宮地副会長の講義
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臼田委員長 学長との座談会も恒
例になりまして，本年は矢﨑会長，
宮地副会長，浮地副会長，財部副
会長と懇談を企画しました。水道
橋への移転，国家試験，入学試験
といろいろな面で明るいニュース
が多い中，将来に向かっての大学
の方向などを中心にいろいろお話
が聞けるかと楽しみです。本日広
報委員会委員長の臼田 準が進行
をさせていただきます。よろしく
お願いいたします。
矢﨑会長 井出先生，お忙しいと
ころをありがとうございます。同
窓会も新執行部が今年の新春発足
しまして，井出先生を囲んで，今
後の大学の状況等をぜひとも会員
に知らせたいと思います。まず国

家試験，誠におめでとうございま
す。
井出学長 ありがとうございま
す。ほっといたしました。
矢﨑会長 同窓会の会員には先般
出ました『週刊朝日』のことを，
井出先生のすばらしいコメントと
ともに，同窓会のネットワークを
通じて皆様にお知らせいたしまし
た。
井出学長 ありがとうございま
す。
矢﨑会長 おかげさまで例えば歯
科医師会等で，東京歯科というこ
とだけでやはり他校も大変重んじ
てくれるということで，これもひ
とえに大学の教職員の皆様方，そ
して学生の頑張りだと思います。
そこら辺がまず我々としては，大
変素晴らしいことです。
それからまた，同窓会室が「南
棟」のほうに移らせていただきま
して，先生のご配慮で現在，大変
すばらしい機能を発揮させていた
だいております。各種委員会，あ
るいは講習会等にも使わせて戴い

ております。これによりまして同
窓会の活動が大変活発に行われる
のではないかと思って，これから
各支部とか，あるいは地域支部連
合会に行って，大学がこのように
同窓会のことをいろいろ考えてく
れているということをよくお話を
して，これからいよいよ「西棟」
等誠に大変だと思いますけれど
も，同窓会が大学を支援するとい
うような体制をぜひつくっていき
たいと思います。

■国家試験に関して
臼田委員長 まず国家試験のこと
から先生，ひとつお話をよろしく
お願いします。
井出学長 ３年間連続で１位にな

東京歯科大学 井出学長との座談会
日 時：平成２６年４月２１日
場 所：水道橋校舎本館 １４階会議室

出席者：
井出吉信 東京歯科大学学長
矢﨑秀昭 東京歯科大学同窓会会長
宮地建夫 東京歯科大学同窓会副会長
浮地文夫 東京歯科大学同窓会副会長
財部正治 東京歯科大学同窓会副会長
臼田 準 東京歯科大学同窓会広報部・

広報委員会委員長

会 務
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れたというのは大変喜ばしいこと
で，一番頑張ったのは学生には間
違いないのですが，学生をサポー
トする教員には本当にきめ細かく
指導してもらっているので大変有
りがたく思っています。時々他の
大学の先生から，東京歯科はどの
ように教育しているのかと聞かれ
るのですが，東京歯科は今までの
伝統として，教員が学生のことを
一番に思い丁寧に指導するという
精神が脈々と受け継がれているの
だと思います。また，週刊誌でコ
メントもしましたが，友達同士が
一緒に勉強し，互いに高め合い，
一緒に合格することを目指してい
ます。これも昔からの伝統で，同
窓会にも通じていますが，仲間意
識といいますか，できる人ができ
ない人を教えながら勉強をしてい
く，これが一番いい成果を出して
いるのかなと思っています。

■昔とは違ってきた教育
宮地副会長 昨日セミナーで新館
８階の講義室を使わせてもらいま
しが，机のところにクリッカーと
言われるんですか，それの説明を
聞いたんですけど。我々の授業と
は全く違って，全てがその場でど
のぐらい理解しているかというの
をチェックしながら授業を進めて
いるというのは，ほんとにきめ細
かくなっていてさすがだなと思い
ました。
井出学長 クリッカーシステムと
いう新しいシステムを導入し，授
業の途中でクリッカーによる理解
度チェック用の問題を挟むことに
より，学生の理解度が教員にリア
ルタイムでわかるようになってい
ます。しかし，ベテランの教員は

顔を見ながら学生とやりとりをし
て，理解度などがわかりますの
で，クリッカーはあくまで補助で
使うべきだと考えています。時々
私は他の教科の授業を見に行くの
です。学長が授業参観に行って
も，教室に入ったということさえ
気がつかない教員がいるのです。
夢中になって，コンピューターの
画面を見ながら話しているので，
後で面談します。ある教員は，「先
生，もう一回授業をやるから見て
ください」と言ってきたので，３
カ月後に授業をもう一度見に行き
ました。そうしたらすごく上手く
なっていて，学生とのやりとりが
できていました。平成１５年度から
年度末に授業評価を行っており，
学生にアンケートをとって，評価
の高い教員を表彰するようになっ
ています。教授会で上位の先生に

図書券を贈呈しています。お互い
に教員の教育力を高めようという
雰囲気づくりと，特に若手の，次
の時代を担う先生を育てていると
いうことです。

■母校入試状況
矢﨑会長 もうひとつ国試ととも
に本年の入学志願者の方はいかが

２０１４年度新任講座主任教授

薬理学講座 笠原正貴教授

衛生学講座 杉原直樹教授

歯科理工学講座 河田英司教授

法歯学講座 橋本正次教授

２０１４年度市川総合病院診療科教授

泌尿器科 中川 健教授

リプロダクションセンター

（産婦人科） 吉田丈児教授

平成２６年度新入生

男性 ５６名（４４％）

女性 ７２名（５６％）

計 １２８名

平成２６年度 新入生保護者 職種

新入生 １２８名

歯科医師子弟 ７２（５６．３％）

同窓 ２０（１５．６％）

非同窓 ５２（４０．６％）

医師子弟 ２４（１８．８％）

その他子弟 ３２（２５．０％）

会 務
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でしたか？
井出学長 去年に比べて確かに増
えました。
臼田委員長 本年度の入学試験の
志願者が増えたというのは，もち
ろん国家試験の結果も踏まえてだ
と思うんですけれども，こちらに
移られて，施設，教育内容という
ことも変化してきて，その辺も何
か要因になっているのでしょう
か。
井出学長 教務が非常にきめ細か
く高校訪問して，大学の実情を伝
えているということだと思いま
す。高校の先生が歯科を勧める場
合あまり情報を持っていないの
で，いろいろな高校に行って話を
しているお蔭で，ここ２～３年，
東京歯科はきちんと教育を行って
くれるという信頼感が出てきたの
かなと思います。
臼田委員長 入学者の内訳はいか
がでしょうか。
井出学長 そうですね。今年の特
徴として女性が５６％，７２人いま
す。全体の内訳ですが，同窓子弟
が２０名で１５．６％，非同窓歯科医師
の子弟が５２名で４０．６％，医師の子
弟が２４人いて１８．８％，その他の職
業の人の子弟が２５％ですね。やは
りほとんど家が歯科医院ですね。
東京歯科の同窓のご子弟はみんな
優秀で，医学部や国立に入ってい
ますので，非同窓子弟の割合が高
くなっています。

■超一流をめざして
浮地副会長 水道橋に戻ってきた
ことによって，地方の受験者と東
京の受験者というのは様相が変
わってきましたか。
井出学長 それほどでもないので

すが，千葉の一極というのは減っ
てきました。神奈川県，埼玉県，
それから東京の新宿から先の人が
増えています。
臼田委員長 今年度こちらのほう
に全学生が移ってきて，水道橋を
拠点として学生生活を送っている
と思いますので，その辺でも違っ
てきているのではないでしょう
か。
宮地副会長 僕の友達で他校の先
生が，前はここへくる機会があっ
ても学生がいなかったんですけど
も，最近，玄関やエレベーターで
学生に会うと，東京歯科の学生は
外来のお客さんに対しても会釈す
るし，エレベーターを待っててく
れたりと，ものすごく感心してい
るんですよね。
井出学長 そうですか。
宮地副会長 ええ。僕も実際にそ
う思います。
井出学長 いや，私はまだ足りな
いと思っているのです。
宮地副会長 いろいろな学校に
いってみて，学生に違いがあるの
を感じます。それは稲毛でもそう
だったのか，水道橋に来てからか
分かりませんが，歯科医として
やっぱり品のあるというか，人間
味のある人が求められているの
で，学業だけじゃなくて生活態度
なども気を使っているのだろうと
思われました。
井出学長 先生にそのように言っ
ていただければ大変うれしいで
す。水道橋病院のドクターや受付
等の病院スタッフ，学生に対し
て，エレベーターに乗って私語は
絶対にいけないと言ってます。接
遇ということでは，日本航空で客
室乗務員の教官をしていた人が現

在は本学教員として，医療人とし
ての服装や態度，言葉遣いなどを
厳しく指導しています。しかしま
だ足りないと思います。もっと完
璧を目指し，一流ではなくて超一
流でありたいと思っております。
それにはまだまだ到達していませ
んので，ぜひ同窓の先生でご意見
があったら伝えていただき，直し
ていきたいなと思っています。

■歯科医づくりに向っての連携
浮地副会長 今の若い先生方が患
者さんと接しているところを見る
と，私たちが育った時代と違って
非常に懇切丁寧で優しくて，言葉
遣いもきちんとしています。あん
なにまで患者さんに対して言葉遣
いを丁寧にしなきゃいけないのか
なと思うぐらい丁寧さがあるんで
すが，やっぱりそういったところ
も教育をなさっているということ
ですか。
井出学長 もちろんそうです。た
だ，態度はもちろん大切なのです
が，今一番心配しているのが，そ
れにプラスして本当の技術力とい
うか診療力です。患者さんを迎え
入れた時，義歯にしても歯内療法
にしても，最も大切なのは診療内
容です。その点は超一流にはまだ
追いついていないと思っていま
す。そこで，今は各講座に，例え
ば歯内療法の部屋に入ったら，１
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年目には何をやって２年目３年目
にはどこまでやってという，きち
んとしたカリキュラムを作り，例
えばどこで認定医を取ることがで
きるのか，指導者になれるのは何
年目からなのか，そうした指標を
つくりなさいと言っています。い
ま東京歯科に受験生が来るのは，
単に国家試験の合格率がいいとい
うことがありますが，実は７割ぐ
らいの人の内半分以上は必ず歯科
医のご子弟で，いずれ実家に帰る
という人がほとんどです。そのよ
うな状況の中，例えば卒業して東
京歯科に５年残っていれば，地方
に帰った時でもある程度きちんと
診療ができるというような形にし
たいと考えています。単に国家試
験の成績だけがいいという学校で
はなく，東京歯科に入れば，態度
や言葉遣いのマナーはもちろんの
こと，生涯勉強する力とか，ある
レベル以上の歯科の診療力みたい
なものを身につけて欲しい。これ
が次の目標で，いま力を入れ始め
たところなのです。
宮地副会長 そうですね。東京歯
科大学に５年残れば一人前になっ
て，そして地域でそれなりの指導
者になれるという目標は，同窓会
としても同じように考えていたの
は，やっぱりこれから若手をどう
いうふうに人材育成というところ
のレベルにまで持ってくるかとい

うことを旗印に掲げて，若手中心
に同窓会が一致団結して事業を展
開するというような目標にしたん
です。
それには大きく分けると診療能
力を高めるという柱と，それから
もう一つは医療の社会性というん
ですか，公共性というんですか
ね，医政も含めてそういう指導者
に育てたいという二本柱で，それ
を統合して，仮に，生意気なよう
ですけどアカデミア構想という名
のもとに組織・事業を再編成しよ
うじゃないかということです。
今考えているのは，臨床力を高
めるには卒業して生涯研修の入り
口で，生涯研修というのはどう
やって学んでいくんだ，学生の知
識修得とは少し違って，臨床とい
う場で生涯研修をどういう方法で
やればいいんだよというところ
を，卒後研修の委員会というとこ
ろで考えています，これには三つ
の班があって，ここでかなり具体
的な易しい入り口論をやろうと
思っています。それがある程度成
長したときは，その上にハンズオ
ンのレベルアップをしていこうと
いうのが臨床セミナー委員会が受
け持っているところなんですが。
先ほど先生がおっしゃっていた
医局のカリキュラムを近いうちに
発表できるというところは，ホッ
プ・ステップ・ジャンプじゃない
んですけど，同窓会のさらに上に
ジャンプという意味で専門医の
コーナーがあってくれると，一連
続した研修ができるんではないか
なというふうには思っておりま
す。
もう一つは，社会性を持った，
公共性に目覚めた同窓であってほ

しいということで，社会歯科的と
いう言葉は適当ではないのかもし
れませんけれども，これにもやっ
ぱりホップ・ステップ・ジャンプ
があって，医療とは何だろうとい
うのは基本的にそういうものの情
報を勉強し合って，将来歯科医師
会などでちゃんとした発言ができ
るように，そしてその上に立っ
て，社会保障というような広い視
野で歯科医師会でも指導的な役割
がはたせるような人材育成をして
いこうとおもっています。
ここで最初の基本的な教養とい
うものが大切になってきますが，
まだそこのところはちょっと手を
つけられないで残っているので，
この辺もできれば大学の力をかり
ながら，先ほどの身だしなみのと
ころも含めて，リベラルアーツと
いうのがこれから重要なのかなと
思っています。
井出学長 大学は，先ほどお話し
が出たところの決してジャンプで
はなく，一番元のホップなのかな
と思います。この一番下のところ
が大学の卒業生で言うと医局員
で，ここを逆にきちんと教育しな
ければいけないと思っています。
同窓会の学術の先生方は本当に
手弁当で，診療が終わって忙しい
のに，報酬もないのに，同窓会の
部屋で夜中までいろいろな議論を
交わして，自分のためではなく同
窓のためにと一生懸命やっていた
だいている先生だと思うのです。
ですから，同じように，勉強会を
行ったりアイデアを出し合ったり
講座は講座の中でしっかりとやら
なければならないことがあると考
えています。
宮地副会長 その辺もあえて一緒
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に交流するべきなのか，あるいは
独自で発展させて，いったほうが
いいのか，この辺が難しいところ
だと思うんですけれども。
井出学長 研修医が終わり，講座
に一旦入った人と，一度も講座に
入らないで大学を離れた人とで
は，これがまた難しいですよね。
宮地副会長 それはほんとに違い
ますよね，価値観も考え方も違い
ます。だから，それがほんとにお
互いに打ち解けて一つのグループ
でやると，両方にとってもすごく
刺激になりやすいんですね。あ，
そういう発想をするのかという
ね。大学で少し学ぶと，やっぱり
学び方みたいなのが身につくので
すが，いきなり臨床を出た人の直
観力というのはまた無視できない
ものを持っていますから。
井出学長 大体そういうものだと
お互いに理解するか，かなり議論
を交わしてなるほどと言わない
と，なかなか難しいと思います。
宮地副会長 難しいところです
ね。

■「西棟」など
施設充実をめざす二次計画
臼田委員長 そうですね，今まで
築き上げてきたもの。水道橋に移
転して，それから次のステップと
いうことで，卒業してから以降も
トップレベルの歯科医師として成
長できるシステムの確立でしょう
か。
井出学長 そうです。東京歯科に
入れば当然１００％歯科医になれて，
卒業して５年間ぐらい学校にきち
んといれば一流の診療力がつけら
れるシステムの確立です。５年間
ぐらい卒後研修ではないですが，

同窓の先生と一緒に学ぶ機会がで
きるといいのかなと思っていま
す。しかし，現在の水道橋校舎の
状況ではまだ狭く，技工室なども
整っておりません。今度建築する

西棟はシミュレーション室と技工
室をワンフロアに入れるので，そ
こに退職した先生あるいは同窓の
先生に来ていただき，少々狭くは
ありますが，実習ができるように
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しておきたいなと思っておりま
す。
臼田委員長 ちょうど２次計画の
話題に入ってきたと思うんです
が，それについて，我々の同窓会
室が入っている南棟とか，本館裏
の西棟の辺で具体的に何かご質問
などはありますか。
浮地副会長 教育という面から見
れば，国家試験の結果などに如実
に表れていますが，非常に東京歯
科大学が充実しているということ
がわかるわけですけれども，この
水道橋に移ってきて診療の面から
見たときに，いま先生がおっ
しゃったとおり，まだまだちょっ
と足りない面があります。開業医
の先生から紹介された患者さんに
対する対応というようなところ
は，どういうふうになっているの
か。それによってまた西棟ができ
たときにはどういうような体制に
なるのか，ちょっとお聞かせいた
だければありがたいですけど。
井出学長 東京都歯科医師会髙橋
会長とも連携をということで話を
しました。まだきちんと決まって
ないのですが，特に口腔外科が一
番多いと思いますが，医療連携を
必ずしなければいけないと思って
います。どのような連携が一番い
いのか。例えば東京歯科OBの先
生ではないところからの紹介，あ
るいは同窓の先生からの紹介な
ど，きちんと連携をとらなくては
いけないと考えています。それか
ら，摂食・嚥下とかリハビリテー
ションとかというものを千葉では
随分やっていました。水道橋界隈
にはたくさんの大学がありますか
ら，そういうところに伍して負け
ないようにきちんとネットワーク

を築いていく必要があると思って
います。
臼田委員長 ２次計画は大体何年
ぐらいででき上がるんですか。
宮地副会長 １年半ぐらいです
か。
井出学長 ２年半ぐらいです。
宮地副会長 ああ，そうですか。

■さらに全身に
広がる歯科医学教育へ
井出学長 もう一つ，東京歯科は
市川総合病院を持っているという
ことが強みだと言えます。国家試
験でもこの頃，心電図やいろいろ
な薬の問題など，全身との関連が
問題として多く出題されているた
め，市川総合病院の先生も非常に
熱心に教育に参加してくれるよう
になったのです。
臼田委員長 かねてから市川総合
病院というものの存在は大きなと
ころで，これから先，全身疾患と
の関連を考えると非常に重要な拠
点でもあるし，それをどのように
生かしていくかというのも重要な
課題になると思いますが。
井出学長 そうですね。市川総合
病院は診療だけじゃなくて，非常
に大切な教育機関でもあると考え
ております。
臼田委員長 それに伴って，今後
の学生というか歯科教育というの
も変わってくると思うんですけ
ど。
浮地副会長 私なんかは特に東京
の郊外でベッドタウンですから，
しかもだんだん高齢社会になって
きて，来る患者さん，来る患者さ
んがやっぱり何かしらの疾病を
持って来るんですね。そういった
中で，やっぱり東京歯科大学とい

うのは昔から市川総合病院で研修
したり何かしているところがある
ので，全身疾患と歯科とのかかわ
り合いというのは割合に古い時代
から私たちは意識させられてきた
状態なんですね。ですから，今後
さらにそういったところがやっぱ
り必要になっていくんじゃないか
なということは重々わかるんです
ね。そういったところをやっぱり
充実させていただいてもらうとよ
いですね。
井出学長 市川総合病院には，
オーラルメディシン・口腔外科や
口腔がんセンターもあり，歯科と
医科との連携をスムーズにとり診
療していますので，今後もますま
す市川総合病院の医師と共に，医
学歯学水準の向上を図っていきた
いと思います。
臼田委員長 大学としてそういっ
たところも考えて，これからさら
に進歩していき，同窓としては楽
しみにしているところです。

■研修医教育について
財部副会長 研修医のことなんで
すけども，研修医がほかの大学卒
業生が結構来てますね。そうする
と，教育の差が恐らくあると思う
んですけど，その辺のことは配慮
されているんですか。
井出学長 学校によってはほとん
ど患者さんを診たこともないし，
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症例も診ないという研修医が他大
学から来るため，研修初期には差
がでることもありますが，熱心に
研修を行う中で差が縮まっていく
ものだと考えています。ある歯科
大学の先生に，東京歯科からは研
修に一人も来ない，といつも言わ
れます。本学の人は内弁慶なの
か，みな外へ行かないのですよ。
でも，このごろ国立病院や他大学
の医学部へ行くようになったの
で，他大学から研修医が来るよう
になりました。他から来ると，自
分たちが今まで受けていた研修と
は全然違うと言ってくれていま
す。逆にそういう人たちはまた熱
心に勉強するので，うちを卒業し
た研修医にも刺激にはなります
ね。
財部副会長 市川総合病院がたし
か２５年度の研修医が７人いて，そ
のうち４人が他校だったと思うん
ですけども。となると，受け入れ
側も結構大変なのかなというふう
に思います。
井出学長 でも，それはそれで刺
激になるから宜しいのではないで
しょうか。非常に熱心に研修して
いますし。

■同窓会との連携
臼田委員長 先ほど井出学長から
もお話が出て，今後大学と同窓と
の連携をどのようにしていったら
いいのかという話題を移してゆき
たいと思います。
財部副会長 先ほど学長から連携
の話をいただいたんですけれど
も，学長は全国を回っていただい
て，同窓会のあり方というのが見
えてらっしゃるんじゃないかと思
います。大学からの要望としまし

て今後同窓会のあり方ですか，ど
うあってほしいか，あるいは同窓
会に対して期待するようなことが
ありましたら，その辺のところを
教えていただきたいと思います。
井出学長 同窓会の重要性は卒業
生にきちんと言わなくてはいけな
いと思っています。地方に帰った
ときに，同窓の先生方から，しっ
かりと指導をして頂きたいと思っ
ています。礼儀作法ではないけれ
ど，こういうところに行ってきち
んと挨拶して，歯科医師とはこう
あるべきですよ，というようなこ
とを丁寧に，特に地方では教えて
もらえるといいかなというふうに
思います。
つい先日，卒業生が開業をした
と言って，我が家にやって来まし
た。話をする中で「歯科医師会に
入りなさい」と言ったら，「いや，
そのうち入ります」と言うので，
「いや，今入りなさい」と言った
のです。それから，県の同窓会に
は必ず来なさいとも言いました。
なぜ入らなくてはいけないのかと
いうことが，よく認識ができてな
いのです。行政は力がない組織を
相手にしないのは決まっていま
す。同窓会という組織も，歯科医
師会の組織も，組織というのは大
切なのだと話ました。やはり我々
は組織の人だから，そういうもの
に入らなくてはいけないというこ
とを，意識して学生にも言うよう
にしています。教員の中でもそう
いう認識がないから，同窓会にき
ちんと入りなさいよと説明しま
す。
それとは逆に，同窓会に行った
ときに，温かく迎え入れ，面倒を
みてあげ，丁寧にいろいろな事を

教えてくれるような環境を作って
欲しいと思います。特に実家が歯
科ではない人もいますから，温か
く迎えてもらえると，ああ同窓
会っていいねというふうになると
思います。同窓会の先生には，礼
儀作法ではないけれど，歯科医師
の作法を教えて頂きたいと思って
います。
宮地副会長 大学との連携に関し
てですが，最近は河田先生がずっ
と同窓会にいて非常に大学の医局
とのパイプができ，それで今度は
矢島（安朝）病院長がすごく理解
があって，教室の若手に対して協
力しようということを一言言って
くれているので，非常に味方に
なってくれて，現場ではものすご
く動きやすくなっているんで，こ
れでまた佐藤学生部長が入ってき
たのでもっとますます，そういう
面ではいい方向に行くんじゃない
かなと思って期待しています。現
場で動いている人は目に見えて風
通しがよくなったと言っています
ので，学長のほうからもお礼を
言っておいていただけるとありが
たいなと（笑）。
井出学長 矢﨑先生が会長にな
り，本格的に大学との関係をしっ
かり築こうと動いてくださってい
ます。同窓会との関係がきちんと
していないと大学は成り立たない
と，大学の先生方も次第に理解し
てきていると思います。

■これからの
大学との連携での期待
臼田委員長 一旦出てしまって大
学と縁遠くなったところで自分が
臨床をやって，あるいはそういう
学術に参加して，疑問を持ったと
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ころでまた大学にもどり，専門医
を，あるいは認定医を取れるよう
なシステムを，その辺を広く紹介
して，割と自由に交流ができるん
だよというところがあれば同窓会
としてもメリットがあるし，大学
の医局員としてもメリットがある
ように感じているんですが。
井出学長 いま先生がおっしゃっ
たとおりです。大学としては，一
般専修科生という制度を設けてい
ます。解剖はかなりそれを宣伝し
ているので，毎年研究生が入って
きています。３カ月のコースで１０
万円ですが，希望により IDカー
ドが渡されるため，図書館の利用
も出来ますし，授業の聴講も可能
です。そういう研修制度があるこ
とが知られていないので，同窓会
報に載せていただくと，一度も大
学に来なかった人が卒業後また学
校に来やすくなるのではないかと
思います。
財部副会長 システムとして周知
できればいいですね。臨床の各医
局でもその制度が一応現在はある
わけですからね。
宮地副会長 講座単位のものと，
もう一つは臨床家としては，外に
出た人がもう一度大学に入りたい
と考えるのは，講座を超えた何か
歯科医として，総合的な能力が身
につくようなシステムができれば
また大学に入ってきやすいのでは
ないかと思うのです。
井出学長 現時点では，そういう
ものを教えるようなカリキュラム
が組めていません。海外の多くの
大学はそういうのを持っていま
す。

■同窓からの寄付協力の今後

臼田委員長 さて大学と同窓会の
連携による施設というと血脇記念
ホールですが，多くの同窓から寄
付の協力をいただき，３月３１日を
もって終了しました。
矢﨑会長 血脇記念ホールという
すごい大きなアドバルーンがあっ
て，学校からいえばもう少しとい
うことでしょうけど，各支部も大
変頑張って寄付をして戴いており
ます。そこで，ここで一つ済んだ
となると，やっぱり新たな目標を
ちょっと設定しないとなかなか，
ただお願いしますと言っても言葉
だけで終わっちゃうような気がす
るんで。まあ大学としては，どう
いう形で目標というか。
井出学長 海外の学校では年中寄
付を募っています。日本人はなか
なか寄付をするという感覚がない
ですよね。私も自分の高校に寄付
をしていますが，やはり創立何周
年だとか，母校の何かを作るなど
の時でないと集まらないですよ
ね。同窓の先生方には血脇記念
ホールの寄付をしていただき感謝
しております。今度は西棟建設の
２次計画のために，寄付を集めて
いただければありがたいなと思い
ます。いま設計段階ですが，西棟
の１階は１００人位の懇親会やパー
ティができる綺麗な部屋をつくろ
うと思っています。
臼田委員長 そうですね。例え
ば，それも一つの目玉となると思
いますが。それから先ほど言われ
たように，講座に残った人は大学
とのコミュニケーションがとれま
すが，さっき言われた，半分ぐら
いの全く関係なく出てしまった人
はなかなか大学に戻りにくいとい
うか，大学の建物自体にも入りに

くいと聞きます。そうすると，母
校愛とかそういったものにもつな
がりにくいと思います。いかに施
設に入って，例えば図書館ですよ
ね。図書館はこういった形で自由
に使えるんだというような，大学
には残らなかった人でも，大学に
入って気軽に医局員としゃべれる
というか，そういったものが打ち
出していければ大学との関係が
もっと密になってくると，ある意
味では１０年先，２０年先のビジョン
であって，寄附もここまでやって
くれる大学であればというような
下地づくりというのは必要じゃな
いかなと私は思っているんですけ
れども。
それの目玉としては，いま先生
が言われたような，いわゆるス
ペースができるということは非常
にいい目玉だと思うんですが。
井出学長 同窓交流室みたいな。
臼田委員長 交流室（笑）。よく
地方から来て大学を見るんですけ
ど，中に入りづらい。敷居が高く
て，入っても誰も知らないし，
しゃべることもできないし。例え
ば家族と来ても，私はここで勉強
したんだよって，中に入って案内
しづらいというような声をよく聞
きます，もしそういう敷居が少し
でも低くなれば大学との交流も，
また，それがきっかけで大学に戻
りたいということも起きてくるん
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じゃないかと思っていました。そ
ういうスペースができるというこ
とで正直言って驚いたんですが，
そういった場所はすごく必要だと
思うんですよ。
井出学長 千葉で卒業した人がも
う５０歳を過ぎる年齢になっていま
すが，自分の学校はもうないんだ
と，言われました。自分が習った
部屋はまだ自分で行けるけれど
も，水道橋は全然別のものみたい
になってしまっているから，やは
り行きにくいと言ってます。
臼田委員長 そうですよね。
井出学長 新しい建物で，どこか
ら入っていいのかもわからないで
しょうし。
臼田委員長 ちょうど今年の卒業
生が言ってました。「こっちで卒
業式をやったんで，何か卒業した
気分じゃないんだよね」と，まあ
そうなのかなと。
井出学長 自分の学校がなくなっ
たみたいな感覚になっているのだ
と思います。
矢﨑会長 既に同窓が６割近くは
千葉の卒業生になりますからね，
同窓生の。
臼田委員長 その辺も含めて稲毛

の卒業生がこれから同窓会のメー
ンになってくると思うんです，会
報誌でも「いなげ」というタイト
ルでもっとフューチャーしていき
たいと思っています。
井出学長 でも，卒業した人が地
方に戻ると，千葉へは出にくいの
ですよ。水道橋なら交通の便がよ
く来やすいので，そういう意味
で，もう一回大学を見てほしいと
思っています。

■同窓会創立１２０周年記念事業
矢﨑会長 一つ最後としてですけ
ど，来年，同窓会が１２０年という
ことで，ある程度の会をやろうと
思ってるんですけど，大学として
はその同窓会の１２０年ということ
に対しての，こういうことをア
ピールしてほしいとか，あるいは
何か先生のお考えの中にございま
すか。
井出学長 同窓会が来年１２０周年
を迎えるにあたり，かつて活躍し
た人，いま活躍している人を紹介
したり，同窓会はこういうことを
やっていますよというのが世間に
わかれば，実績にもなり，東京歯
科はやはり違うんだ，これだけ組

織がしっかりしているんだという
アピールに当然なると思います。
いろいろな本にも，絆が強くて同
窓の面倒見がいいという東京歯科
大学同窓会のことがよく書かれて
いますので，同窓生の活躍を積極
的にアピールしていただければ大
学としてもありがたいことです。
矢﨑会長 本日は井出先生には大
変ご多忙の中，長時間にわたり今
後の大学の目指している教育や研
究の方針などを具体的にお話賜わ
り，誠に有難うございました。同
窓は東京歯科大学が力強く益々発
展することを心から願っていま
す。お身体ご自愛賜わり，更なる
ご活躍を期待しております。
臼田委員長 そろそろ時間となり
ました。
井出学長先生より今後の大学の
方向性やますます発展する大学の
お話をお聞きでき同窓として東京
歯科大学の発展が楽しみとなりま
した。矢﨑会長を始めご出席の先
生方には長時間にわたり貴重なご
意見等をいただき誠にありがとう
ございました。これにて終了とさ
せていただきます。
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会務アラカルト

東歯同窓国会議員後援会発足
渉外委員会の“東歯同窓国会議
員を支える会”では，多数の同窓
の要望に応えて，現在国会議員と
してご活躍中の衆議院議員白須賀
貴樹先生，参議院議員島村 大先
生の同窓後援会の立ち上げを進め
ています。この後援会は政治団体
とはせず，同窓有志で構成される
自由参加の会費無料の任意団体で
す。各国会議員の後援会長には，
同窓会の推薦により「東歯同窓
白須賀貴樹後援会」会長に元同窓
会役員で前千葉県歯科医師会会長
の昭和４０年卒業の浅野薫之先生
を，「東歯同窓島村 大後援会」
会長には同窓会名誉会長の昭和２５
年卒業の大山萬夫先生にお願いす
ることになっております。選挙地
域にこだわらず，これからの日本
のリーダーとして，そして国民の
ためによりよい歯科医療への牽引
者として全国レベルの同窓が応援
できる後援会の構築を目指してお
ります。今回立ち上げる後援会の
趣意書ならびに入会申し込み書
は，後日各同窓にお配りする予定
となっておりますので，その節
は，お一人でも多くの同窓のご協
力をお願いいたします。

評議員選出の際の経過措置，そし
て評議員会のあり方について
昨年の評議員会で評議員選出の
際の一県一評議員の経過措置を更
に２年間延長することが決まりま
した。平成２７年度まではこれまで
通りになりますが，平成２８年度に
むかって理事会では評議員選出の

際の経過措置について，そして評
議員会のあり方についての議論を
始めました。本執行部には会長，
副会長を中心に関係役員で編成さ
れた会務運営協議会が設けられて
おり，本件について検討を開始し
一提案を紹介するに至りました。
この提案をもとに各地域支部連合
会での支部長会をはじめいろいろ
な場で意見をいただきその後理事
会として取り纏め，秋の評議員会
での協議の場にあげることができ
ればと考えております。ここでは
その会務運営協議会からの一提案
を紹介させていただきます。

評議員会のスリム化
平成２４年度評議員会では前年

１２６名でありました評議員数が７８
名に削減されました。これは各地

域支部連合会会員数１００名単位に
評議員数を定めるようにと６６人
に，そして２年間の経過措置とし
て少なくともどの県支部でも一人
の評議員をだせるように１４人が増
員され大学支部からの２名削減の
お申し出により合計７８名になりま
した。
評議員会のスリム化はかなり以
前から言われてきたことで，大山
執行部の頃，同窓会を取り巻く数
多くの諸問題を改善し新しい同窓
会をめざす同窓改革の一環として
積極的に着手されました。評議員
会のスリム化の理由には経済的な
問題もありましたが，情報の共有
化そして支部―本部との関係の見
直しがあげられます。できるだけ
一人一人の会員の声や支部の事情
を本部に，そして本部の情報を遅

白須賀貴樹先生 島村 大先生
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れることなく全国で共有化できる
ことを目指すものでした。会員と
本部との情報のながれは旧来同窓
会報そして１年に１度の評議員会
に出席した支部長が支部に戻って
行っている報告に頼るところが多
いようでしたが，当時の大山執行
部では①情報ネットにより本部―
支部長とのインターネットをつ
かった継続的な情報交換，そして
②地域支部連合会総会ごとに事前
に支部長会を開催しその地域の風
を感じながらの意見の交換，さら
に③地域支部連合会の会長を原則
地域理事になってもらい本部執行
に参加し直接地域の声をぶつけて
もらい実現できるようにと始めま
した。
このような機構改革を進めると
いうことで，評議員会のスリム化
を提案し承認されました。しかし
ながら，突然制度が変わることに
より会員数の少ない地域では評議
員会に出席できず，かえって情報
の流れが滞ったり全国会員の一体
化を妨げるような逆効果も生じる
懸念があることから“一県一評議
員の経過措置”が取られました。

一県一評議員の経過措置
この２年間の経過措置ですが，
「その間執行部と支部および地域
支部連合会は目的とする同窓会組
織を整えることとし，この経過措
置のあり方について，評議員会の
あり方とともに，継続的に理事会
および評議員会において協議する
こととする」とあり，単に年数が
経過したら経過措置が終了すると
いう意味ではなく，先ほどの①，
②，③による支部―地域支部連合
会―本部との関係づくりを推進

し，評議員会のありかたも併せて
考えてゆくことが条件とされてお
ります。平成２４～２５年度において
情報ネットは支部長とのネットの
他にもクラス代表者とのネットへ
と範囲を広げ，会員一人一人への
情報伝達まで行かないまでも全国
かなり広い範囲にネットワークは
広がりつつあります。また支部長
会，地域支部連合会長の執行部へ
の参加も進み，地域の意見が執行
に反映できるようになりました。
しかしながら，情報ネットでおく
る内容，継続性，システム性には
まだ不完全さがあったり，また一
方地域の機構において会員からの
声が支部に上がり，その声が支部
長をとおし地域支部連合会に集約
して評議員会で反映できるシステ
ムが全国の地域支部連合会で完成
するにはまだ時間がかかると判断
して，前執行部（第一期矢﨑執行
部）では平成２４・２５年度につづけ
て次の平成２６・２７年度についても
経過措置を継続することを提案し
昨年の評議員会で承認されまし

た。

平成２８年度にむかって
会務運営協議会での議論では，
まずこの問題は単に経過措置だけ
の問題ではなく，評議員会のある
べき姿，さらには同窓会がどの方
向に進んでいくのかを確認しなが
ら考えてゆくべきとしました。同
窓会としては今までの事業は継続
するものとし，あらたに若手同窓
との連携，支部加入促進，大学と
の連携，アカデミア構想，人材育
成という課題が生まれてきまし
た。重要なことは，『将来若い人
が地域に帰り支部に加入した時，
支部によって内容は異なるものの
全国どこでも，誰でも等しく「東
京歯科同窓会会員で良かった」と
思える恩恵を等しく受けられるよ
うになること』を一つの目標と
し，それを実現できる評議員会を
考え，その結果一つの提案にたど
り着きました。
評議員会は会則によれば本会の
重要事項を審議するためと定めら
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れており，主に会則の変更，会
長，監事の選出，予算，決算並び
に資産の状況など本部の執行にか
かわるものに多くの時間が費やさ
れています。もちろん会員に託さ
れている本部の執行の審議は最重
要課題ですが，しかしもう一方で
望まれていることとして，地域や
支部からの意見交換ができる時間
をつくること，更には評議員会の
忙しい議事日程の中に漠然とふく
まれるのではなく明確に目的を
もった集まりとして計画的に行う
ことです。各支部ではそれぞれの
地域性や独創性，文化性，歴史，
そしてそこに集う会員により活動
状況は大きく異なり１２０年の繁栄
の歴史が刻まれてきましたが，最
近の会員減少傾向と高齢化により
将来への問題や悩みは深刻化しつ
つあります。今こそ地域の現状，
支部間の意見の交換と全国での意
識の一体化，さらには地域や支部
活性のために本部や大学は何が協
力できるかなどを話し合うことの
必要性を確認しました。それこ
そ，この場面で得られた情報と気
持ちを地域にもどり会員一人一人
に伝えることが，命題である“平
等に同窓会の恩恵を受けられる”
組織への可能性も高まるのではと
考えます。

提案
具体的には，現在の評議員会を
評議員会と都道府県代表者会とに
わけることを提案します。さらに
学年代表者会についても考えてみ
ました。
評議員会
地域支部連合会会員数により選
出される評議員により同窓会の重

要事項を審議する最高議決会議と
する。
都道府県代表者会
同窓会員がどの地域に所属して
も公平にそれぞれの地域の特性に
みあった参加恩恵をうけられる組
織づくりを目指し，都道府県の代
表者が集まり意見交換する。
学年代表者会
クラス会の代表者が集まり，同
窓会のあり方，クラス会の運営上
本部との連携など意見交換する。
そして以下のようなまとめにな
ります。
・評議員経過措置は平成２７年で終
了する。
・評議員会と都道府県代表者会は
同日開催とする。（総会の廃止
により時間的にゆとりが生まれ
同時開催が可能になった）
・「評議員会」では決算，会則変
更，役員の選出，協議など行う。
・「都道府県代表者会」では，大
学現況や依頼なども含み，特に
支部の問題やあり方など意見交
換し，課題によりグループディ
スカッションを行えるようフレ
キシブルに運営できるようにす

る。
・「学年代表者会」においては，
本部会務の課題にとらわれずク
ラス会の課題にまで幅をひろ
げ，各クラス会間の意見交換を
通して充実をめざす。
・食事，懇親会については簡素化
し，現状以上の経費がかからな
いようにする。

以上の変革により，長年の課題
であった評議員会についても一票
格差はすくなくなり，その選出方
法は原則（人数割り）に則した方
向になることにより公平性が担保
されるようになります。二つの会
にすることで評議員会での議論す
べき内容が明確になり，審議し議
決する評議員は少ない人数で発言
の時間にも余裕がでてきます。以
上，同窓会創立１２０周年を迎える
翌年になりますが，新しいスター
トをきる平成２８年度にむかっての
新たな改革を提案させていただき
ますので，忌憚のないご意見を頂
ければ幸いです。
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（平成２６年１月１日～平成２７年１２月３１日）
同窓会創立１２０周年記念事業実行委員会
◎髙 橋 利 武（Ｓ４２卒） ○岡 野 昌 治（Ｓ５２卒） 臼 田 準（Ｓ５３卒） 大 井 誠 一（Ｓ５３卒）
山 本 英 之（Ｓ５５卒） 小 林 顕（Ｓ５６卒） 古 澤 成 博（Ｓ５８卒） 佐々木 葉 子（Ｓ６０卒）
山 口 和 彦（Ｓ６０卒） 大 塩 美樹子（Ｓ６１卒） 杉之内 俊 郎（Ｓ６１卒） 寺 田 香 織（Ｓ６１卒）
矢 郷 生 和（Ｓ６２卒） 山 本 仁（Ｓ６３卒） 福 田 謙 一（Ｈ２卒） 木 下 英 明（Ｈ１９卒）

総務・厚生部総務厚生委員会（担当常任理事：佐藤 亨・寺田仁志）
◎鳩 貝 尚 志（Ｓ５４卒） ○山 滋（Ｓ５４卒） 平 田 千 恵（Ｓ５９卒） 川 越 元 久（Ｈ１卒）
市 川 敬 一（Ｈ６卒）

●総務厚生委員会は委員５名，協力委員１名で構成されています。
委員会では会員名簿，会員種別，会員緊急時 代診制度を中心に検討しております。
本年１２月には会員名簿の発行を予定しており，名簿記載事項等の検討を行いました。今回，正確な名簿作成の
ために会員名簿記載事項の調査を行うこととなりました。会員の皆様のご協力をお願いいたします。
正会員の中に，高齢会員，新進会員，共済負担金免除会員等の会員種別があります。会員の皆様から，その他
の会員種別についても多くのご意見が寄せられ，時代に即した会員種別の検討を行いたいと思います。
現在，会員緊急時 代診制度は中止となっております。この制度については，数件の問い合わせがありました
が，実際には各支部や家族での対応が行われてきました。また，いろいろな問題点があることもわかってまい
りました。会員緊急時 代診制度を各支部，連合会，およびクラス会単位での運営の可能性について検討して
まいりたいと思います。

総務・厚生部ゴルフ大会委員会（担当常任理事：佐藤 亨・福本恵吾）
◎中 野 正 博（Ｓ５５卒） ○中川路 健 司（Ｓ６０卒） 堀 正 樹（Ｓ５４卒） 大 谷 義 之（Ｓ６２卒）
山 﨑 眞 司（Ｈ１卒） 磯 野 珠 貴（Ｈ４卒） 小 林 菜 穂（Ｈ１４卒）

総務・厚生部ゴルフ大会運営実行委員会
市 川 豊（Ｓ４７卒） 高 宮 紳一郎（Ｓ４９卒） 原 一 雄（Ｓ５９卒） 浅 川 仁（Ｓ６１卒）
斉 藤 浩 司（Ｓ６３卒） 高 橋 治 好（Ｓ６３卒） 齊 藤 義 章（Ｈ３卒） 中 村 桂 子（Ｈ４卒）
大 橋 渡（Ｈ７卒） 角 谷 英 輝（Ｈ８卒）

●厚生部ゴルフ委員会では，毎年恒例の同窓会主催全国ゴルフ大会の企画運営を行っております。委員は７名
で，大会当日には１２名の大会実行委員の皆様にお手伝いをいただいておりますが，委員・実行委員のほとんど
がゴルフというスポーツをこよなく愛し，競技に精通した方々です。
本年度の同窓会主催ゴルフ大会は，実に４２回目の開催となります。国内の有名なプロゴルフ大会が，最近に
なって４０回記念大会を開催しているのをみれば，その歴史の長さがお分かりになると思います。本年度の大会
は，一人でも多くの会員の皆様に参加していただけるよう，初めての試みである休日（９月１５日 敬老の日）
開催となりました。夏の暑さも峠を越し前日も休日なので，遠方よりのご参加も可能かと思います。また来年
度は，同窓会創立１２０周年の記念ゴルフ大会も控えており，記念事業の一環として周年事業成功の一助となる
よう準備に取り組んでいく所存です。

東京歯科大学同窓会各種委員会紹介
第２期矢﨑執行部では委員会組織の名称とその役割等が大きく変更されました。そこで会員が各委員
会の役割等について理解できるように各種委員名の報告と委員会の活動等について紹介していただき
ました。
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ゴルフは「身体の健康」の為に良いといわれていますが，青空の下で気の合った仲間と一緒に一日を過ごすこ
とは，「心の健康」のためにも良いことです。またゴルフ大会にご出席になれば，先輩・後輩・お世話になっ
た先生など懐かしい方々と再会することもできます。同窓会コンペが，同窓会会員の世代を超えた交流の場と
なるよう，委員・実行委員一同頑張ってまいります。皆様の大会へのご参加を心よりお待ちしております。

渉外部渉外委員会（担当常任理事：佐々木眞澄）
◎黒 田 百 樹（Ｓ４２卒） ○勝 俣 正 之（Ｓ５５卒） 加藤木 健（Ｓ４６卒） 岡 野 祐 三（Ｓ４８卒）
荻 原 英 生（Ｓ４８卒） 中 川 重 樹（Ｓ５２卒） 西 山 潔（Ｓ５７卒） 宮 吉 正 人（Ｓ６０卒）
矢 郷 生 和（Ｓ６２卒） 岩 田 昌 久（Ｓ６３卒）
協力委員 五十嵐 治（Ｓ４７卒） 杉 山 紀 子（Ｓ５４卒） 村 山 利 之（Ｓ５５卒）

竹 内 英 樹（Ｓ５９卒）

●構 成：委員１０名の他協力委員４名。
活動の目的：会則施行細則㈠～㈣を尊重する。
同窓会の性質が充分に発揮され，統一的，総合的活動により会員の歯科医療環境の改善，国民のための歯科医
療がさらに充実される事を目的として活動する。
具体的に
アカデミア構想に沿って，国政，行政に有用な人材を輩出し，併せて日歯，日歯連盟等で活躍する会員の育
成，登用のため情報を収集する。そのため地域の抱えるテーマを双方向に共有し連携を密にする。
今期
同窓会活動と政治活動の峻別を目的として委員会内に「東歯同窓国会議員を支える会」を立ち上げた。（会
長：岡野祐三氏，昭和４８年卒）これを軸に任意団体としての後援会構築を目指している。
先刻御案内のように
現在，東歯同窓会には，衆議院議員白須賀貴樹氏（平成１２年卒），参議院議員島村 大氏（昭和６０年卒）が活躍さ
れている。
当面は，両氏を「支える会」を通して，政治活動を支援して行く。
是非，多くの同窓の当渉外委員会活動へのご理解，ご協力，ご支援をお願い致します。

広報部広報委員会（担当常任理事：小池 修）
◎臼 田 準（Ｓ５３卒） ○福 井 雅 之（Ｓ６１卒） ○山 口 雅 史（Ｈ７卒） 古 澤 成 博（Ｓ５８卒）
奥 野 圭 子（Ｓ６０卒） 佐々木 葉 子（Ｓ６０卒） 皆 川 雅 彦（Ｓ６０卒） 渡 邊 宇 一（Ｓ６３卒）
島 田 篤（Ｈ３卒） 西 村 哲 雄（Ｈ４卒） 横 田 東 生（Ｈ１０卒）
協力委員 三 友 和 夫（Ｓ５４卒）

●広報委員会は年４回の同窓会報の発行，ホームページ，フェイスブックの管理を行い全国各会員への情報提供
をそれぞれの特徴を生かした伝達手段を考慮して出来るだけ速やかに正確に伝えることを使命としています。
毎月１回の委員会を開催して，投稿された原稿の編集，校正，ホームページの内容の検討また会員に見やすい
レイアウトへの修正を行っています。
また本部同窓会行事，大学行事等の取材も行い原稿を作成しています。
同窓会報ではA４変形版からA４版サイズへの変更，表紙デザインもかえカラー写真が掲載できるようにし
ました。またグラビアページのカラー化と増ページ，内容については写真を多く文字も大きくより見やすく，
興味を示していただけるようにしました。
また開封されず捨てられないように透明封筒に変更しできるだけ読んで頂けるようにしました。
紙面ではページに限りがありますので掲載できないものはホームページに掲載しています。ホームページにつ
いてはより多くの情報をリアルタイムに伝えるため頻繁に更新をしています。またより見やすくするために，
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スマートホン，タブレット PCからも見られるようにレイアウトと画面サイズの変更をしました。
また積極的にホームページや同窓会報の閲覧を促すためにフェイスブックとのコラボレーションや大学ホーム
ページとの連携や情報ネットの協力もありかなりの閲覧者が増加しました。
多くの会員からの情報，ご意見，投稿を受け付けるためのそれぞれのMailBox も用意しました。今後も委員
会に於いて協議して様々な工夫により，さらに見やすいもの活用しやすいものへと改善をしていく予定です。
また来年平成２７年には東京歯科大学同窓会創立１２０周年記念事業の一環として同窓会報の特集号２号と平成２８
年に記念号を予定しています。そこで同窓会の歴史を調べるため過去の同窓会報の PDF化を行っています。
そして将来会員の皆さんにも閲覧できるように考えています。このように歴史を調べるにあたって唯一資料と
して残っているのが同窓会報です。明治２８年以来歯科医学叢談，歯科学報，同窓会報と形を変え現在に至って
います。その歴史的資料作成に携わっている重要性について改めて考えさせられます。今後それを踏まえ委員
会一同更に努力していきたいと思っています。これからも会員の皆様からのご投稿ならびにご意見を宜しくお
願いします。

事業推進部社会保障制度研究委員会（担当常任理事：蛯谷剛文）
◎相 庭 常 人（Ｓ６０卒） ○小 筆 正 弘（Ｓ６０卒） 伊 井 信 助（Ｈ４卒） 小 島 將 司（Ｈ５卒）
角 谷 英 輝（Ｈ８卒）

●今年の１月より新しい委員会として「社会保障制度研究委員会」が発足いたしました。
昨年まで，保険委員会として活動して参りました。社会保険制度は全国一律でありますが，解釈はそれぞれ地
域により違いがあり，それを全国規模で会員に情報を発信していくとき基本となる情報の発信しか出来ません
でした。地域の情報を集めていっても，それを生かして同窓会として日歯・厚労省に発信していく手段が少な
く弱いものでした。
そこで，日歯・厚労省を動かす意見の言える同窓会にしていくためには，同窓会に日歯・厚労省に匹敵するだ
けのデータや知識が必要であり，それは一朝一夕では出来るものではないと考え，本委員会を立ち上げました。
本委員会は，現行の社会保障制度を理解し，現行に対する意見，未来に対する展望・知識・意見を考えていく
短期的目的と，将来同窓会を担うであろう人々の育成，それを教育し人材の輪を広げていく指導者・先駆者を
作り上げて行く長期的目標を考えています。
外部・内部から現在社会保障制度に係わっている知識人を招き年数回のディスカッションを行い。委員・協力
委員・執行部・参与など，参加希望者を募り，事前の勉強，その場の意見交換を行い，社会保障制度の仕組み
や内情を知り，現行に対する意見や，将来に対する展望を持って頂き，また毎年毎年新しい会員が参加するこ
とにより知識と人の輪を広げていきたいと思っています。
委員会として，１年２年では成果は見えないかもしれませんが，将来多くの会員の先生方がその持ち場で活躍
されるとき必ずしや形となり，全同窓会会員のために帰ってくると信じています。

事業推進部若手ネットワーク委員会（担当常任理事：髙野博子）
◎佐々木 葉 子（Ｓ６０卒） ○北 村 晃（Ｓ６２卒） 黒 田 由紀子（Ｓ５７卒） 岡 村 美恵子（Ｓ６１卒）
土 居 知 良（Ｈ１１卒） 菅 原 圭 亮（Ｈ１６卒）
協力委員 小笠原 美由紀（Ｓ５６卒） 鈴 木 博（Ｓ５６卒） 牧 野 寛（Ｓ６２卒）

長 岡 未佐子（Ｈ１卒） 西 村 哲 雄（Ｈ４卒） 本 間 敬 和（Ｈ４卒）
片 山 明 彦（Ｈ１１卒） 兵 藤 正 昌（Ｈ１１卒）

●こんにちは！若手ネットワーク委員会です。私たちの委員会では，準会員と新進会員をはじめとする若い先生
方が同窓会に要望することや期待するものの実現に向けて，その橋渡しとなれればと思い活動しております。
私たちの委員会は，平成２４年１月より，立ち上げられた新しい委員会です。平成２５年度の評議員会において，
在学生を「準会員」，卒後５年以内の若い先生方を「新進会員」とする会員種別が承認され，在学生の方も同
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開催日時（毎月） 開催場所 内 容
第３水曜日
１９：３０～

東京歯科大学
南棟６階会議室

症例ディスカッション

第４木曜日
１９：３０～

東京歯科大学
南棟６階会議室

参加者によるケースプレゼンテーション
ディスカッション
講義・実習

窓会の一員となりました。
現在，委員会では，若手同窓向けに学術・保険・情報に関する無料セミナー開催，ホームページやフェイス
ブックでの情報伝達による若手会員への支援，同期会（クラス会）開催の支援による若手会員同士の連携がとれ
るようなサポートも行っております。ホームページには，Mail Box を設置し，若手同窓からの質問，診療所
見学，開業，歯科医師会入会等の質問を受け付けており，いただいた質問や要望に対しては，全国に若手ネッ
トワーク担当者をお願いし，本部・支部力を合わせて対応しております。
今年度の委員会は，愛媛，茨城，神奈川など全国の支部より，協力委員も参加していただいており，若手会員
にとって同窓会がもっと身近なものに感じられるように，若い同窓を交えた新しい同窓会になれるような事業
を企画していきたいと考えておりますので，ご協力の程よろしくお願い申し上げます。

◆「若手ネットワークMail Box」をご活用ください！
新年度に入り，診療の拠点が変わった先生も多いと思います。Mail Box を活用して様々な情報を入手しては
いかがですか？
全国の支部では，若い先生方からのアプローチをお待ちしております。

◆「新進会員のつどい」で，お待ちしております。
本年も，「新進会員のつどい」を，１１月３０日（日）水道橋校舎本館１３階第１講義室において開催されることが決
定いたしました。現在，卒後５年目までの先生を中心にした準備会が立ち上がり，準備を進めております。ホー
ムページや会報から順次ご案内させていただきますので，是非，ご参加ください！

事業推進部卒後研修委員会（担当常任理事：河田英司・小林慶太）
◎加 藤 賢 祐（Ｓ６２卒） ○田 口 達 夫（Ｈ８卒） 藤 関 雅 嗣（Ｓ５６卒） 髙 橋 潤 一（Ｈ４卒）
山 本 雅 通（Ｈ６卒）
協力委員 野 嶋 昌 彦（Ｓ５７卒） 片 倉 朗（Ｓ６０卒） 田 中 五 郎（Ｓ６３卒）

石 崎 憲（Ｈ５卒） 堺 健太郎（Ｈ１５卒）

●今期からアカデミア構想の一部で，生涯研修の入り口に卒後研修を重点的に検討し，若手会員たちに同窓会事
業を認知および参加してもらえるように委員会が設置されました。
若手支援のパートであり，特に学術的観点から卒後５年目くらいまでに焦点を当て，重点的に新進会員をサ
ポートして今後の同窓会を担っていく人材を育成するべく事業内容を検討しております。
現在は大きく２つの小勉強会を開催しており，１つめは症例ディスカッションをふた月にまたがり検討してい
ます。１回目は診査内容や現象に対するディスカッションを，次の会は，処置方針や予後についてのディス
カッションを主体としています。
もう１つは「症例発表が出来るようになるため」にそれぞれの診査資料の採取・管理や扱い方を基本に講義・
実習を主体にしてそれぞれ開催しています。
今後は，その他内容も委員会を重ね検討していきますが，現状このような形で開催しております。開催に関す
る情報を，同窓会ＨＰ等で案内していきますので，興味を持たれた方は是非ご参加ください。
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事業推進部医療教養委員会（担当常任理事：河田英司・小林慶太）
◎高 柳 篤 史（Ｈ１卒） ○安 藤 友 彦（Ｈ７卒） 荻 原 俊 美（Ｓ５８卒） 牧 野 寛（Ｓ６２卒）
協力委員 山 本 英 之（Ｓ５５卒） 小 林 顕（Ｓ５６卒） 平 井 基 之（Ｓ５９卒）

塚 田 威（Ｈ４卒）

●医療教養委員会は，同窓会アカデミア構想の一翼として，地域保健活動展開のための情報や，教養人として身
につけるべくリベラルアーツに関する内容を取り扱う委員会です。特に，東歯同窓会の最大の強みである幅広
い世代での情報交流を活性化することで，その役割を果たしていきたいと考えております。
主な活動内容としては，「レジェンド・セミナー」「口腔保健オープン・フォーラム」「リベラルアーツ・リ
レー講座」の３つを予定しています。「レジェンド・セミナー」では，東歯OBの中でも，著名な東京歯科大
学同窓の講演あるいは診療室見学を通して先達と若手の交流を計画しております。先達から若手に伝えたいこ
と，先達に若手が聞きたいことなどをテーマにした世代間での交流を目的としたセミナーです。また「口腔保
健オープン・フォーラム」は，口腔保健のさらなるプロフェッショナルを目指す目的で，予めテーマを決めて
会員参加型のオープン・フォーラムを開催し，口腔保健活動に関する活動報告とディスカッションを行う予定
です。診療室内での予防管理システム，学校保健活動での展開，地域での口腔保健への取り組みなど，現場で
の実際の活動を通じた課題などをテーマにしたオープン・フォーラムです。そして「リベラルアーツ・リレー
講座」では，歯科医のための教養講座として，多彩な分野より講師をお招きして，講演会の開催を企画してま
いります。歯科医療の専門化，高度化が進む中で，専門職におけるリベラルアーツの重要性が再認識されてお
ります。そこで，同窓会においても，リベラルアーツに関する内容についても積極的に取り組んでいきたいと
考えております。
本委員会のすべての企画は，多くの会員の方々の積極的な参加によって支えられます。そのため，参加費は無
料～数千円程度とし，若手会員である新進会員の方々を含め，できるだけ多くの会員の方々に参加していただ
けるように設定する予定です。
これらの講演会等のイベントを通じて同窓間での交流がより一層活発化し，情報交流だけでなく，幅広い人的
交流に繋がる有意義な企画になるように努めてまいりたいと思いますので，多くの会員の皆様のご参加をよろ
しくお願いいたします。

事業推進部臨床セミナー委員会（担当常任理事：河田英司・小林慶太）
◎木 暮 隆 司（Ｓ６２卒） ○花 井 淳一郎（Ｈ４卒） 穂 坂 康 朗（Ｓ６３卒） 福 田 謙 一（Ｈ２卒）
太 田 和 秀（Ｈ３卒） 相 原 一 之（Ｈ５卒） 大 山 貴 司（Ｈ６卒） 浅 田 智 宏（Ｈ７卒）
野 村 幸 恵（Ｈ７卒） 石 山 智香子（Ｈ９卒） 石 川 一 麿（Ｈ１０卒） 鈴 木 雄 太（Ｈ１１卒）
栁 澤 光一郎（Ｈ１４卒） 大 井 陽 生（Ｈ１６卒） 川 西 慧（Ｈ１８卒）
協力委員 西 井 康（Ｓ６１卒） 髙 橋 敬 人（Ｓ６２卒） 松 坂 賢 一（Ｈ２卒）

渋 川 義 宏（Ｈ４卒） 本 間 敬 和（Ｈ４卒） 伊 藤 太 一（Ｈ６卒）
浅 野 裕 之（Ｈ９卒） 佐 藤 留美子（Ｈ９卒） 渋 谷 英 介（Ｈ９卒）
阿 部 修（Ｈ１２卒） 竹 内 史 江（Ｈ１２卒） 松 岡 政 之（Ｈ１３卒）
大 田 恵（Ｈ１９卒）

●これまでの学術委員会事業のセミナー部門を継承し，臨床研修セミナー委員会が発足しました。
今期より動き始めたアカデミア生涯研修の学術関連事業では，従来の学術事業である広い年代を対象とした臨
床に関する講演に加え，卒後間もない若い会員を育成する研修，歯科医師として備えておきたい素質や教養も
伝えていくという意図で，学術事業を整理した結果，３つの部門に分かれ活動することとなりました。
本委員会では，旧学術委員会で開催してきたＴＤＣ卒後研修セミナーを中心に事業を行います。生涯研修の中
で歯科医師が知っておきたい知識，身につけておきたい技術を伝える臨床的なセミナーを主に提供致します。
今年の卒後研修セミナー２０１４では，生涯研修のスタートとしてのベーシックセミナー，診療で大切な，義歯，

会 務
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矯正，インプラント治療に関するセミナーが開催されます。明日の臨床に必ず役立つ内容を主眼としておりま
すので，同窓会ホームページにて詳細をご覧のうえ，同窓のご参加を心よりお待ちしております。
また，２０１５年のセミナー内容も，すでに企画検討しております。臨床スキルのさらなる向上を目的として，こ
れまで実施してきたTDC卒後研修セミナーのアドバンスコースとして，ステップアップを目指した内容をイ
メージしております。日常臨床スキルを１歩進め，治療のバリエーションが広がる内容を開催する予定です。
各診療分野のスペシャリストで構成されている，本委員会の委員２７名（委員１５名，協力委員１２名）により企画さ
れたセミナーを通して，最新の情報とテクニックを紹介いたします。
現在，歯科臨床に関する学術情報は，商業雑誌，勉強会や業者主催のセミナー，学会，学会論文，歯科医師会
関係からも十分な学術情報が得られる状況にあると思います。
しかしながら，本委員会では他のセミナーでは得ることの出来ない，「診療スタンス」，「患者さんとながく関わ
るために必要なこと」，「より良い予後を見極める診断力」，「確かな技術と信頼性の向上」を，TDC卒後研修セ
ミナーを通してお伝えすることが，歯科医師生涯研修にとって大切だと考え，セミナー事業を行っています。
今後の委員会活動に，是非ともご期待ください。

敬称略 ◎印は委員長 ○印は副委員長

青 木 絵里香
秋 山 友理恵
明 橋 冴
新 井 敬
荒 川 雅 弘
李 學 瑩
飯 嶋 和 斗
石 井 友季子
石 井 亮 太
石 川 真 宏
石 田 祥之助
石 塚 友 則
岩 𦚰 淳 志
上 窪 祐 基
上 原 秀 一
内 倉 慶一朗
宇 野 瑶 子
榎 本 奈 三
大 竹 智 久
大 津 雄 人
大 畑 菜々子
岡 野 千 永
岡 野 日 奈
岡 村 将 宏
小 川 雄 大

小 倉 春 佳
翁 長 欣 子
小 野 愛 実
小 幡 智 子
影 下 裕 晃
片 野 壮
金 川 結紀子
金 沢 貴 英
金 子 純 哉
金 子 真 也
兼 子 ゆ り
金 城 奈 帆
川 上 十 和
川 口 哲 司
川 崎 貴 裕
姜 東 勲
鍛 代 秀 人
木 下 友 里
具 志 恵
草 場 岳
久保寺 理 人
黒 潮 裕 子
黒 田 祥 太
小 杉 彩 歌
小 林 峻

小 山 侑
齋 藤 壮
坂 田 宗 昭
佐 竹 杏 奈
佐 藤 正 敬
鹿 野 哲 生
島 津 有理子
清 水 翔 太
清 水 博 之
勝 陽 臣
鈴 木 誠太郎
砂 川 晋
角 野 夢 子
泉 福 隼 人
田 井 誠 悟
高 木 紗耶華
髙 田 佳 奈
髙 野 恵 実
髙 𣘺 篤 史
高 山 紅 美
橘 継 国
田 中 亜 生
田 中 宏 佑
田 宮 資 己
手 島 秀

寺 島 達 秀
寺 本 拓 央
遠 山 厳
冨 永 早 紀
冨 永 雄 介
永 倉 遼太郎
中 郷 恵
永 澤 祐 麻
中 島 由 貴
中 西 正 光
中 野 友 徳
中 村 ゆり子
中 山 藍
名 倉 奈津子
梨 正 典
仁 紫 友 貴
野 末 雅 子
野々村 絢 子
橋 口 あやこ
林 礼 乃
林 卓 弥
伴 野 雄 大
左 右
平 岡 正 行
府 野 あゆみ

古 澤 春 佳
星 野 立 樹
細 川 裕 貴
本 田 健太郎
増 山 奈那子
松 田 二 葉
松 田 祐 明
松 原 良 典
松 村 健二郎
宮 本 成 美
宗 像 花楠子
村 上 彩 花
安 岡 はるか
山 倉 佑 太
山 下 由貴子
山 本 悠
横 見 厚 則
劉 文 蓉
𦚰 谷 尚 宏
和 田 朗
和 田 沙也加
渡 邊 豪 士
渡 辺 恭 子

以上１２３名

平成２６年度 新入会員（第１１９回卒業生）
氏 名 氏 名 氏 名 氏 名 氏 名
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第２回理事会

平成２６年３月２９日（土）午後２時３０分
於 特別会議室
出席 ３１名
議長 矢﨑会長

会長挨拶
全国からお集まりいただき感謝申し上げる。国家
試験は３年連続の１位ということで，大変素晴らし
い結果を得ることができた。同窓や他大学関係者か
らも高い評価を得ているが，ひとえに学生諸君の努
力と教職員の団結によるものである。ただ全国的に
みると，出願者に対する合格者の割合は，かなり抑
え込まれたものになっている。国の抑制策が窺える
し，今後もこの傾向が続くものと思われる。教職員
の皆様には，引き続きご尽力いただきたい。
水道橋校舎南棟（旧鶴屋ビル）の６階に同窓会室
が移転した。かなり広いスペースとなったので，有
効に活用願いたい。
卒業生，３病院研修医修了生に対するオリエン
テーションを例年通り行ったが，その際，同窓会案
内等配付資料作成にあたり，担当理事，委員，事務
局に大変努力をいただいた。今後，配付する場所を
広げていくことで，次第に同窓会に対する関心が上
向く効果が得られるものと期待している。
血脇記念ホールに対する寄付は，３月末をもって
終了する。今後会報等で，会員各位に御礼を申し上
げる予定である。また今後の大学支援策を早急に検
討することとしている。さらなる協力をお願いす
る。

黙 祷
群馬県支部・鈴木 勲氏はじめ８名のご逝去を悼
み，謹んで哀悼の意を表した。「黙祷」

会務報告ならびに承認
１）平成２６年２月２２日から平成２６年１２月１７日までの
日程を報告。

２）各部報告
⑴ 総務・厚生部：①支部長交代について３件報
告。②支部長退任時の感謝状ならびに記念品の
贈呈について３件報告。③各種委員会委員につ
いて報告。④逝去会員について，規定により弔
慰共済金を支給した旨の報告。⑤会費，共済負
担金納入免除願いが４件提出され，受理した旨
の報告。⑥共済負担金免除願いが１件提出さ
れ，受理した旨の報告。⑦総務・厚生委員会報
告。⑧ゴルフ大会委員会報告。⑨母校創立１２０
周年記念事業募金状況報告。⑩情報ネットワー
ク推進会議報告。⑪会務運営協議会報告。⑫事
業連携協議会報告。⑬東日本大震災対策部会報
告。⑭同窓会創立１２０周年記念事業実行委員会
報告。⑮本年度学年代表者会の計画案を報告。
⑯会員種別について会計面からの試算について
報告。
⑵ 会計部：①支部・地域支部連合会学術講演会
講師派遣交通費の支出について３件報告。②地
域支部連合会ゴルフ大会カップ代の支出につい
て１件報告。③平成２６年度２月末現在現況報
告。
⑶ 渉外部：①渉外部委員会報告。②東歯関係日
歯役員・代議員，都道府県歯会長と同窓会役員
との懇談会報告。
⑷ 広報部：①広報委員会報告。②同窓会HPア
クセスレポート報告。③広報６月号原稿報告。
⑸ 事業推進部：①社会保障制度研究委員会報
告。②若手ネットワーク委員会報告。③卒後研
修委員会報告。④医療教養委員会報告。⑤臨床
セミナー委員会報告。⑥アカデミア生涯研修企
画会議報告。⑦TDC卒後研修セミナー２０１４報
告。⑧学術事業交流についての協議会報告。
以上の会務報告について，全て承認。

各地域選出理事報告
四国・久保田理事，関東・高原理事，北陸・伊藤
理事より報告。

理事会のうごき
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協議事項
⑴ 推薦会員退会願いについて１件承認。
⑵ 推薦会員入会願いについて１件承認。
⑶ 東日本大震災被災者に対する平成２６年度会費・
共済負担金免除の延長について７件承認。
⑷ 同窓会室移転の流れおよび移転費用の拠出方法
について協議の結果，承認。会議室の使用規定を
確認。
⑸ 参与の委嘱について推薦があり，協議の結果，
承認。
⑹ ホームページ「執行部宛ご意見箱」投稿等につ

いて報告。
⑺ 評議員選出の経過措置および評議員会のあり方
について，平成２８年度に経過措置終了を目指して
協議を進めることを提案。協議の結果，各地域支
部連合会の考え方を踏まえて時間をかけて継続審
議することとする。
⑻ 地域支部連合会総会開催の際，支部長会開催を
依頼し，執行部からの議題を提出していきたい旨
提案，承認。
⑼ 白須賀，島村両議員の後援会と同窓会の関わり
について協議。

同窓会事務所移転のお知らせ

同窓会事務所が水道橋校舎南棟６階に移転しました。

水道橋駅東口を出て白山通り
を右へ，水道橋校舎本館前を
通り，ヒグチ薬局の角を右折
し，水道橋校舎南棟（旧鶴屋
ビル）６階，徒歩約３分です。

理事会のうごき

26



平成２６年９月１５日（敬老の日）に第４２回同窓会主
催全国ゴルフ大会が総務・厚生部ゴルフ大会委員
会，埼玉県支部など皆様のご尽力で，埼玉県のおお
むらさきゴルフ倶楽部で開催されることとなりまし
た。本年のゴルフ大会は近年，特に若手の会員の皆
様の要望が強かった休日での開催となりました。休
日での大会の開催には多くの課題もありましたが，
中野委員長はじめゴルフ委員の方々のご努力により
実現することとなりました。
交通のアクセスも良く，武蔵野の広大な自然の中
に広がる２７ホールの美しいゴルフ場で，秋の休日の
一日を同窓の方々と，楽しく過ごして戴けることと

思います。医局や研究室など大学在勤の先生方に
も，今回は参加戴けるものと多いに期待しておりま
す。
毎回参加戴いておられる腕に覚えのあるシニアの
方々，ゴルフを始められたばかりの若手の会員の
方，最近参加される方が多くなっている女性の皆様
など，より多くの会員の皆様のご参加を是非とも宜
しくお願い申し上げます。
お一人でも，また各支部やクラス会，クラブのOB
会，各講座の会などお誘い合わせて是非ご参加賜り
ますようお願い申し上げます。

通信欄

秋の休日・親睦ゴルフ大会にぜひご参加ください

会長 矢 﨑 秀 昭
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第４２回 同窓会主催全国ゴルフ大会申込書

所属支部名 氏 名 卒業年度

住 所〒 TEL（ ） －

生年月日
ハンディキャッブ
（プライベートでも可）

参加費７，０００円を添えて申し込みます。

第４２回同窓会主催全国ゴルフ大会
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第４２回同窓会主催全国ゴルフ大会は，埼玉県おお
むらさきゴルフ倶楽部にて開催いたします。
インターからも近く，丘陵地帯ですが広い２７ホー

ルのコース。
池やバンカーが効果的に配置されながらも，フェ
アーウェーが広いので，伸び伸びとプレーできま
す。
今回は祝日の開催とさせていただきました。木曜
休診ではない会員の先生も奮ってご参加くださいま
すようお願いいたします。

開催日時 平成２６年９月１５日 月曜日（敬老の日）
会 場 おおむらさきゴルフ倶楽部

〒３５５‐０８０４
埼玉県比企郡滑川町中尾１１８５
TEL ０４９３－５６－５５５５
FAX ０４９３－５６－５６５６

交 通 車 利 用
東京方面から
東松山 I. C.から約９km（約１０分）
東松山 I. C.（出口）を右に進んで
滑川中学校（北）交差点を左折
群馬，長野，新潟方面から
嵐山小川 I. C.から５．５km（約７分）
嵐山小川 I. C.（出口）右折して
花見台工業団地を直進
電車利用
東武東上線森林公園駅北口から
タクシーで約７分（約１，７００円）

競技方法 １８ホールスストロークプレイ
（ダブルペリア方式）

参 加 費 ７，０００円（含パーティー費，賞品代）
その他は個人払いとします。

参加人数 １４０名限定（先着順）
申込期間 平成２６年７月１５日まで
申 込 先 東京歯科大学同窓会ゴルフ大会係宛

〒１０１‐００６１
東京都千代田区三崎町２－９－１８
TEL ０３－５２７５－１７６１

申込方法 参加申込書に所定事項記入の上，会費
７，０００円を添えて，現金書留封筒でお申
し込み下さい。
クラス会単位その他のコンペ同時開催に
よる一括申し込みの場合も申し込み時に
必ず全員の参加申込書と会費を添えて下
さい。
なお，電話での受付はいたしません。

追 記 本大会についての詳細は大会実施要項と
して，参加申込み手続き終了の方に直接
お送りします。その他ご質問お問い合わ
せ等は下記委員にお願いいたします。
中野正博 TEL ０３－３８６２－６４８０

◎宿 泊 １）ホテルヘリテイジ
ゴルフ場までお車で約１０分
TEL ０４８－５３６－１２１２

２）ホテル紫雲閣
ゴルフ場までお車で約１５分
TEL ０４９３－２３－５１５１

３）東松山第一ホテル
ゴルフ場までお車で約１５分
TEL ０４９３－２５－１５１５

４）キングアンバサダーホテル熊谷
ゴルフ場までお車で約２５分
TEL ０４８－５０１－００７７

優待等はございません。
予約，お問い合わせは各自でお願いしま
す。

第４２回同窓会主催全国ゴルフ大会ご案内

ゴルフ大会
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第１７４回日歯代議員会１日目の
３月１３日（木）の午後６時３０分より
飯田橋のホテルメトロポリタンエ
ドモント２階「波光」において東
歯関係日歯役員・代議員，都道府
県歯会長と同窓会役員との懇談会
が開催されました。
出席者は，東歯関係の日歯役員
４名，日歯代議員１８名，都道府県
歯会長４名，同窓会役員１９名，渉
外委員２名，そしてご来賓として
母校の金子 譲理事長，井出吉信
学長，衆議院議員白須賀貴樹先
生，参議院議員島村 大先生がご
列席くださいました。また今回よ
り，日歯役員として佐藤 徹日歯
地域保健担当常務理事（昭和６２院
修了）が参加されることになりま
した。
佐々木眞澄常任理事の司会進行
で，宮地建夫副会長が開会の辞を
述べ，まず白須賀貴樹衆議院議員
より「歯科界は，今後の医療・介
護制度改革にむけて仲間作りをす
る必要がある」との挨拶を頂戴致
しました。丁度，日歯の大久保
満男会長，村上恵一専務理事，
村岡宣明常務理事と，日歯連盟の
高木幹正会長と峰 正博理事長が
お見えになり，大久保満男日歯会
長と，高木幹正日歯連盟会長よ
り，会務への協力のお礼と「今後
組織力を低下させないためにも，

各歯科大学と同窓会の協力が重要
である」とのご挨拶を頂戴しまし
た。
この後，矢﨑秀昭会長より，今
回より参加された佐藤 徹日歯常
務理事の紹介と，「今後，日歯，
同窓会ともに若手会員対策が重要
である。同窓が協力して，東歯の
存在を示してほしい」との挨拶が
あった。
つづいてご来賓よりご挨拶を頂
戴いたしました。
まず金子 譲理事長より，「移
転２期工事が始まった，今後３年
かけて移転工事が完了する。歯科
界の社会的地位を向上する為に
は，政治への影響力が重要で，同
窓の国会議員には頑張って貰いた
い」，つぎに，井出吉信学長より，
「時期的に移転工事の費用が高騰
している。現状では入学志願者数
は好調であるが，国試の合格率が
重要である。大学では，診療能力
が向上するように計画性をもって
努力している。今後，同窓の尚一
層の協力をお願いしたい。」との
ご挨拶を頂戴しました。
つづいて出席者の紹介にうつ
り，その中で，日歯常務理事の
冨山雅史先生（昭和５７年卒），佐藤
徹先生，中島信也先生（昭和５９年
卒）から，それぞれの会務の現状
に関しての紹介と，ご挨拶を頂き

ました。
この後懇談会は，東京都歯科医
師会会長の髙橋哲夫日歯代議員の
座長のもと進行され，鹿児島県歯
科医師会会長の森原久樹日歯代議
員より第１７４回日歯代議員会報告
を，日歯連盟副会長で秋田県歯科
医師会会長の藤原元幸日歯代議員
より日歯連盟報告を頂戴し，つづ
いて同窓会の会務報告を髙橋義一
専務理事が行いました。
この後，「今後，どのようにし
たら日歯において同窓会の存在を
示せるか」という議題で協議を行
い，同窓の結束と後輩を育成する
こと，若手同窓の日歯での組織率
を上げること，地元対応と他校と
の交流を深めること，率先して活
発な発言ができる若手同窓を育て
ること，国政に同窓が立候補した
時には応援して結束を強化するこ
と等，各代議員より貴重な意見を
頂戴致しました。
そして最後に，玉井達人副会長
が閉会の辞を述べました。
会場を「春琴」に移した懇親会
では，藤原元幸副会長が開会の挨
拶を述べ，大山萬夫名誉会長・顧
問の乾杯の発声で，終始和やかな
雰囲気の中進行しました。最後に
鳴神保雄顧問の閉会の辞で終了し
ました。

東歯関係日歯役員・代議員，都道府県歯会長と
同窓会役員との懇談会

渉 外
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日本大学歯学部同窓会との共催による「二校会講演会」が，９月２３日（火・秋分の日）に血脇記念ホー
ルにて開催されます。
日本大学歯学部同窓会と本学同窓会は，学術委員会の連携として平成２３年より両校の若手同窓を対象と
した，「若手支援セミナー」を開催して参りました。
今年度からは，「二校会講演会」として全国の歯科大学同窓会にご案内し，出身校にかかわらず卒後１０
年以下は受講料無料の講演会を開催する運びとなりました。
今回は，臨床で診断と処置に迷うことがある疼痛，診療を行う上で避けなければならない医療事故，臨
床医として持っていたい心がけについて下記の３講師からご講演いただきます。
若手の同窓が，患者さんの信頼を得て臨床に長く携わる上で，大切なことを伝える事が出来ればと考え
ております。
同窓におかれましては，若手はもちろんのことベテランの同窓からのご参加もお待ちしております。ま
た，診療室にご勤務されている先生方にもご案内いただきますよう，ご高配のうえご協力の程よろしくお
願いいたします。
なお，受講に当たっては出来るだけ事前登録をお願いします。下記申込み用紙にご記入の上，事務局宛
にFAXにてお送りください。
より多くのみなさまのご参加をお持ちしております。

（事業推進部 担当常任理事 小林慶太）

講師・講演題（講演順）
「顎顔面領域の疼痛とその対応」
今村佳樹（日本大学歯学部付属歯科病院副院長，診断部長，口腔診断科長，

ペインクリニック科長）
１９８１年 九州歯科大学卒業（大学２９期）
１９８５年 九州歯科大学大学院修了
１９９８年 九州歯科大学助教授（歯科麻酔学講座）
２００３年 日本大学歯学部教授（口腔診断学）

「歯科における医療事故の現状」
一戸達也（東京歯科大学・副学長）
１９８１年 東京歯科大学卒業
１９８５年 東京歯科大学大学院修了
２００２年 東京歯科大学教授（歯科麻酔学講座）
２０１０年 東京歯科大学水道橋病院長
２０１３年 東京歯科大学副学長

事 業 推 進 部

二校会講演会のお知らせ
卒後研修委員会
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「患者さんの願いは「歯を救って長持ちさせること」」
黒田昌彦（東京都千代田区・開業）
１９６７年 東京歯科大学卒業
１９７１年 東京歯科大学大学院修了（歯科補綴学）
１９７６年 東京都千代田区開業
１９９１年 スタディーグループ「救歯会」主宰

タイムスケジュール（予定）
１０：００～ 開会・挨拶
１０：１５～ 講演「顎顔面領域の疼痛とその対応」

今村佳樹（日本大学歯学部 口腔診断学 教授）
１１：３０～ 質 疑
１１：４５～ 昼 食
１２：４５～ 講演「歯科における医療事故の現状」

一戸達也（東京歯科大学 副学長）
１４：００～ 質 疑
１４：１５～ 休 憩
１４：３０～ 講演「患者さんの願いは「歯を救って長持ちさせること」」

黒田昌彦（東京都千代田区 開業）
１６：３０～ 質 疑
１７：００ 閉 会

（閉会後講師を交えて懇親会開催予定）

二校会講演会（９／２３ １０：００～１７：００）Fax 事前登録用紙
（定員３００名先着順）

フリガナ

大学 年卒御名前

御住所（自宅） 〒

電話番号 Fax

御住所（勤務先）〒

電話番号 Fax

過去の本セミナー受講経験 初めて ・ 経験あり

※卒後１１年以上は，受講料￥５，０００となります。ご登録の上，当日受付にてお支払いください。

����������������������������������������������������������������������������������

日時：９月２３日（火・秋分の日）
場所：血脇記念ホール（東京歯科大学水道橋校舎新館２・３Ｆ）

事業推進部
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「どうして定期健診を受診してくれないの？」
～行動科学を知ろう～

困った…！ 義歯の悩み解消します
～あんなこと，こんなこと…実際の症例を通して考えていきましょう～

臨床実技セミナー
MTM新時代

～歯科矯正用アンカースクリューの有効性を検証する～
歯科用アンカースクリューの正しい使い方を基礎から学べる良いチャンスです！
最新のMTMに触れて臨床の幅を広げませんか？

「なぜブラッシングが定着しないのか？」
「なぜ定期健診に応じてくれないのか？」
患者さんが口への関心が低いから仕方ないとあきらめていませんか？
う蝕や歯周疾患は生活習慣病であり，生活習慣へのアプローチも不可欠です。
ブラッシング指導，治療内容の説明に役立つコツを学び，
臨床の様々な悩みを行動科学でひもといてみませんか！

行動科学を臨床応用している衛生士の発表もあり，歯科医師，
歯科衛生士，コ・デンタルスタッフにもおすすめです！
日 程 ７月２７日（日） １３：３０～１６：３０
講 師 杉原 直樹（東歯大・衛生）

高柳 篤史（埼玉県・開業）
受講料 3,000 円

日 程 ９月２１日（日） ９：３０～１６：３０ 水道橋校舎
講 師 櫻井 薫（東歯大・有床補綴）

上田 貴之（東歯大・有床補綴）
石崎 憲（東歯大・有床補綴）

○講演内容
•有床義歯トラブルへの対処法 •原因と具体的な解決法
•種々な症例での義歯調整の実際 •有床義歯補綴の基本手技の再確認
•これからの有床義歯補綴の方向性
※相談症例がありましたら，お申し出下さい。セミナーの中で検討することもできます。
受講料 30,000 円／20,000 円（前年度同窓会費納入者受講料）

日 程 １０月１２日（日） ９：００～１６：３０ 水道橋校舎
講 師 末石 研二（東歯大・矯正）

高木多加志（東歯大・口外）
西井 康（東歯大・矯正）

○講演内容
•MTMの基本理念 •歯科矯正用アンカースクリューの特徴
•埋入時の診断と手技
•歯科矯正用アンカースクリューのMTMへの臨床応用例
○実習内容
•ワイヤーベンディング実習 •歯科矯正用アンカースクリュー埋入実習
受講料 60,000 円／50,000 円（前年度同窓会費納入者受講料）

（実習費 各 30,000 円込み）
※別途プライヤーの準備，ご用意が必要となります。

お申し込み方法：同窓会ホームページ（http : //www.tdc-alumni.jp）より申込書をダウンロードし，ご記入の
上同窓会事務局へ郵送，もしくは FAXにてお申し込みください。

東京歯科大学同窓会 Fax ０３（３２６４）４８５９
詳細は同窓会ホームページ学術部のコーナーをご参照ください……… http : //www.tdc-alumni.jp

臨床セミナー委員会

▲新しい義歯を保険で入れて欲しいと来院

事業推進部
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TDC卒後研修セミナー2014 特別企画 詳報
インプラントセミナー各回テーマ内容決定‼

－臨床から基礎へ，基礎から臨床へ－
「Evidence-Based-Clinical Practice for Implant
科学的根拠をもったインプラント臨床を実践するために」 ４日間コース

６月２８日（土）～井上 孝，武田孝之，佐藤憂子，二階堂雅彦，藤関雅嗣，矢島安朝～

・コミュニケーションスキルの稚拙さが医療訴訟へとつながる
－患者の満足感が訴訟を起こすかどうかの最大の決定要因－

・骨造成術と軟組織のマネージメントを基礎と臨床から検証する
－コンセンサスの取られている治療法といまだ実験段階の方法を区別する－

６月２９日（日）～阿部伸一，井上 孝，佐々木研一，平田創一郎，福田謙一，矢島安朝～

・インプラント治療の医療安全を基礎と臨床から検証する
－医療事故の病態と対応，社会的評価と医療安全文化－

７月２６日（土）～飯島俊一，木津康博，椎貝達夫，関根秀志，西川慶一，矢島安朝，吉成正雄～

・ジルコニアの最新情報を基礎と臨床から検証する
－ジルコニアを用いたインプラント治療の全容と将来展望－

・ガイデッドサージェリーの確実性を基礎と臨床から検証する
－誤差とエラー，そしてその確実性は？－

７月２７日（日）～伊藤太一，石原和幸，小宮山彌太郎，二階堂雅彦，松井孝道，矢島安朝～

・インプラント周囲炎のメカニズムを基礎と臨床から検証する
－インプラント周囲炎発症のメカニズムを理解することで最新の対応法を身につける－

各日程ともにテーマを限定し，
スペシャリストによる新しいかたちのインプラントセミナーを企画しました。

「臨床VS基礎」の大討論会に参加され，是非ご堪能下さい。

各日程講演時間：（土）９：３０～１８：００・（日）９：００～１７：３０
受講料：４日間コース １００，０００円

６０，０００円（前年度同窓会費納入者受講料）
各日単発受講が可能です
１日受講料 ３０，０００円

２０，０００円（前年度同窓会費納入者受講料）

受講にあたり，TDC卒後研修セミナープログラム，または同窓会ホームページで確認下さい。
⇨ http : //www.tdc-alumni.jp

事業推進部
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４月２０日（日）水道橋校舎新館８
階にて，TDC卒後研修セミナー
「極めよう‼外科小手術と顎顔面
の解剖学」が行われました。

卒後間もない若手先生からベテ
ランの先生方まで約４０名の受講生
がありました。

講演に先立って２０１４年度卒後研
修セミナー開講式が行われ，矢﨑
同窓会長から挨拶がありました。

東京歯科大学口腔外科学講座
主任教授 柴原孝彦先生より，日
常臨床の口腔外科小手術から智歯
抜歯のコツと注意点と消炎手術に
ついて，講演いただきました。

東京歯科大学解剖学講座 教授
阿部伸一先生より外科小手術の臨
床病態の根拠を解剖学の立場から
講演いただきました。

解剖標本とCT画像の比較
午後からは２班に分かれ，解剖
学実習室にて講義で見た人体標本
観察とマネキンを用いた水平埋伏
歯抜歯と膿瘍切開の実習を行いま
した。

新しい解剖学実習室にて，上條
先生時代からの貴重な標本に触れ
ました。

実習ののち柴原先生・阿部先生
を交えディスカッションが行わ
れ，最後にサーティフィケーショ
ンの授与が行われました。
（取材・広報部 横田東生）

臨床で身につけておきたい「知識」・「技術」・「観点」
No.１ 臨床実技セミナー「極めよう‼外科小手術と顎顔面の解剖学」

卒研リポート２０１４

事業推進部
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去る平成２６年３月１５日（土）午前
１０時から，水道橋校舎新血脇記念
ホールに於いて第１１９回卒業証書
授与式が行われた。今回も昨年に
引き続き，卒業式に先立ち大学院
の修了式が執り行われ，田﨑雅和
大学院研究科長より今年度修了の
３３名の大学院生に修了証が授与さ
れた。
引き続いて司会の佐藤 亨学生
部長の開式の辞に続き，参列者一
同の「君が代」の斉唱で，新血脇
記念ホール初の卒業式が開式され
た。
まず石井拓男副学長から「現
在，本学に在籍する学生は８１４名
であり，本日卒業証書を授与され
る者はその内の１２３名，大学設置
以来の卒業生を合わせると８，７２９
名，専門学校設置以来の卒業生を
合わせると１４，７４２名で，高山歯科
医学院創立以来の通算卒業生数は
１５，０３３名になる。」旨の学事報告
の後，河田英司教務部長の呼名に
より卒業生一人一人が起立し，

井出吉信学長から卒業証書が授与
された。今年も舞台脇には大型モ
ニターが設置され，卒業生の表情
が会場および教室に流され，各自
の緊張の面持ちから笑顔まで，手
に取るように分かるように配慮さ
れていた。続く褒賞の授与では，
学長賞，血脇賞，井上 裕賞，精
勤賞，卒業論文賞が授与された（受
賞者は文末に記載）。
続いて井出学長は，「皆さんは
本学において最先端の歯科医学，
歯科医療の知識，技術を学び，歯
科医療人として必要なコミュニ
ケーション能力を養い数々の難関
試験を突破してきたことは，これ
からの歯科医師人生の大きな自信
になることでしょう。本学は創立
１２０周年を機に，水道橋の新装校
舎でさらなる飛躍をするために，
新たなスタートをさせました。諸
君たちがこの新血脇記念ホールで
行われる最初の記念すべき卒業生
です。本学は，臨床研修修了後に
おける大学院での研究体制や，各

講座での研修制度も充実していま
す。また，国内外の大学や研究機
関との連携の強化も進めており，
一昨年には本学とゆかりの深い慶
應義塾大学医学部との間で連携協
定を提携すると共に，今月新たに
アメリカのタフツ大学との姉妹校
の協定を結びました。皆さんは，
この校舎を生涯教育の場として大
いに活用し，今後も研鑽に励み同
窓としての誇りを持って世界に羽
ばたいて行ってもらいたい。そし
て，後輩の目標となるような人望
と実力のある歯科医師として活躍
してもらいたい。」旨，告示を述
べられた。
続いての祝辞で金子 譲理事長
は，「皆さんが入学した時，学生
生活を有意義に過ごしていただき
たいと挨拶で述べました。その有
意義ということをどのように自分
で見つけられるかということです
が，今日皆さんの顔を見ると，あ
の時とは顔の様相が一変していま
す。その間，学業にスポーツに文

第１１９回 卒業証書授与式

母 校 だ よ り
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化活動に大いに学生生活を楽しん
だのだろうと思います。本学１２０
年以上の歴史の中で，明治になっ
て西洋文化を取り入れて近代化を
しようとした時に，歯科医学の教
育をいち早くとりいれたのが我々
の先達でした。その時代，大学は
ほとんどなく明治３６年に専門学校
になりましたが，明治政府は大学
に準じた設備を作れと厳しい条件
を付けていました。専門学校でも
学校の目的がありましたが，その
中で必ず挙がるのが「人格の涵
養」です。これは開国をして西洋
文化に追いつこうという中で，国
際性を持ったジェントルマンを作
りたかった。このような背景から
血脇先生の「歯科医師たる前に人
間たれ」が出てきたのだと思いま
す。今，理化学研究所の論文につ

いてコピーペーストで作成したこ
とが問題になっていますが，他人
の書いたものをそのまま使うこと
がダメなのは，論文のイロハで
す。ここで大事なのが，過去の業
績や先輩たちへのリスペクトであ
ります。これと一緒で，皆さんも
これからの人生で患者さんや一緒
に働く人たちに対しても，このリ
スペクトが大切であり，これが教
養ということに繋がっていくのだ
ろうと思います。」と述べられた。
続いて矢﨑秀昭同窓会長が登壇
され，「皆さんは千葉校舎で友人
と学んだ多くの思い出があると思
います。しかしながら，日本最古
の歯科大学として歯科界をリード
してきた我が校は，この水道橋の
地でも世界に誇る業績を上げてき
ており，今後はこの母校を生涯に

わたる心のよりどころとして，世
界に向かって活躍してもらいたい
と思います。本校同窓会は，一般
の同窓会と違って，卒業生は生涯
にわたって歯科医療や歯科医学の
道を歩むことになります。血脇
守之助先生は，「同窓はともに助
け合い高めあう」という血脇イズ
ムを軸として同窓会を設立してい
ます。現在，全国に９，０００を超え
る同窓会会員がいます。そして，
全国のどこの地域でも新たに同窓
会会員となった皆さんを心から歓
迎し，その地域の同窓会支部に入
会することを心待ちにしておりま
す。全国同窓会各支部において
は，主として母校の先生をお招き
しての講演会，懇親会や家族を交
えた各種リクリエーションなど活
動を行っています。卒後５年間程
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度は，大学や研修期間などで将来
に向かっての研修を行っているこ
とが多いのですが，同窓会ではこ
の期間，同窓会の新進会員として
本部同窓会での若手研修会や症例
検討会など，直接卒業生の皆さん
と交流を深める多彩な企画をして
おります。現在，同窓会アカデミ
ア構想の元，技術的なことから社
会の医療再生のことまで，社会的
知識など一流の歯科医師となるた
めの手助けを目指しています。超
高齢社会において口腔機能を充実
させることにより，健康長寿への
貢献が社会的に必要となっていま
す。卒業生の皆さんの意見を同窓
会にお寄せいただき，今後の会の

運営に生かしたいと思います。皆
さんが東京歯科大学卒業生の誇り
を持って素晴らしい活躍をするこ
とを期待しています。」と祝辞を
述べられた。
続いて在校生を代表して岡澤

亮平君（５年生）から送辞，卒業
生を代表して大津雄人君が答辞を
述べた後，出席者全員で校歌を高
らかに斉唱し，厳粛かつ感動的な
卒業証書授与式が閉会となった。

（広報委員 古澤成博）

去る３月１５日，卒業証書授与式に引き続いて，新館教室において大学院修了式が執り行われ，矢﨑同窓
会長より同窓会長賞が贈られた。

受賞者一覧
学 長 賞：大津雄人
血 脇 賞：大竹智久，橘 継国，大畑菜々子，橋口あやこ
井上 裕賞：田中亜生
精 励 賞：渡邊豪士，宗像花楠子，星野立樹，青木絵里香

兼子ゆり，平岡正行，橘 継国，大畑菜々子
岡野日奈，川口哲司，黒田祥太，村上彩花

卒業論文賞：新井 敬，梨 正典，青木絵里香，齋藤 壮
久保寺理人，田中亜生，岩脇淳志，松田祐明
渡邊豪士，鹿野哲生
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去る平成２５年４月５日（土），陽
春の穏やかな日差しが心地よい午
後１時より，水道橋校舎新館の新
血脇記念ホールにおいて，平成２６
年度東京歯科大学入学式が行われ
た。佐藤 亨学生部長の司会進行
のもと，まず国歌「君が代」の斉
唱が行われた後，河田英司教務部
長が新入生一人一人の紹介を行っ
た。
その後，まず井出吉信学長から
以下のような訓示があった。「新
入生の皆さん，御入学おめでとう
ございます。東京歯科大学は皆さ
んを大切な仲間として心から歓迎
します。本学の教育の特色は，歯
科医師としての高度な技術や知識
はもちろん，社会性や国際性を身
に着け，人間性に優れた良識のあ
る知性豊かな歯科医療人を育成す
ることにあります。創立以来１２０
年の歴史を誇る本学は，これまで
培った豊かな実績の下に最先端の
教育，研究，診療を行い，常に我
が国の歯科医療を牽引しながら新
しい知識と技術を学生に教え，最

新の医療を提供することで，国民
から信頼される歯科医学教育機関
として社会的使命を実践している
ことを自負しています。今回は３２
年の時を経て伝統の地である水道
橋に戻り，新しい血脇記念ホール
で行われる最初の記念すべき入学
式です。この移転を機に，他大
学，他研究機関と積極的に交流を
し，学外における最先端のプロ
ジェクト研究をさらに強化する考
えです。社会のグローバル化が急
速に進む中，国際的感覚を身に付
けた次世代の歯科医師を育てるた
め，国際的視野を養うためのプロ
グラムの一環として，成績優秀者
が海外での姉妹校で研修を行う制
度を実施しています。皆さんに
とってこの６年間は，人生の中で
最も華やかな大切な時です。水道
橋を学びの拠点として，勉強，ク
ラブ活動ともに熱い思いで学生生
活を過ごしてください。卒業後，
必ず東京歯科大学を卒業してよ
かったと思う時が来ます。私たち
教職員は，自信を持って諸君を立

派な歯科医師に育て上げることを
約束します。そして皆さんの中か
ら，世界の歯科界をリードする人
材が輩出されることを期待してい
ます。」
続いて金子 譲理事長から次の
ような祝辞があった。「皆さん
は，御両親から立派なDNAを受
け継いでいると思いますが，この
大学も独自のDNAを持って今ま
で来ています。それは，歴史に
よって培われたことですが，今か
ら１２４年前に本校の前身を造られ
た高山紀齋という人の意志と，そ
の後引き継いだ血脇先生の考えが
基になっています。明治時代は，
近代化に向かってあらゆるものが
進んでいった時代。明治の中頃に
やっと歯科の学校が出来ました。
その前はすでに医師も歯科医師も
国の試験がありましたが，学校に
行く必要はありませんでした。自
分で臨床の学問を勉強して，試験
を受ければよかった。当時は，塾
とか教習所とかが代わりになって
いたため，高山先生はそれはまず

平成２６年度 母校入学式
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いということで学校を作りまし
た。しかし，１０年間経営がなかな
か上手くいきませんでした。そこ
で，血脇先生に引き継ぐことにな
りました。ただ，その１０年間に歯
科医学校という認可を受けた学校
が３つあったのですが，その内，
高山歯科医学院の他は全て廃校に
なってしまいました。それだけ経
営が難しかったわけです。その中
で，１０年持ちこたえたことが立派
だと思うし，それを血脇先生に繋
げたことがすごいことだと思って
います。当時の学校は個人の持ち
物だったので，つぶしても良かっ
たのですが，そこに２人は使命感
を持っていたと言えます。その使

命感の根本は「使命に沿って誠実
に継続してきた」こと。これが東
京歯科大学のDNAであります。
このDNAは変えることができま
せんが，そのDNAから出てくる
RNAは日常で変わってきます。
このRNAは，学校が誠実に皆さ
んを教育して，大いに学生生活を
楽しんでいただきながら立派な人
間に育てたいということだと思い
ます。大事なことは歯科医師にな
ること。そのためには資格が必要
で，試験制度である以上，試験が
あるのは当たり前です。その上で
学生生活を楽しみながら成長をし
ていってもらいたいと思います。
昔の学校は全て学校の規則の中に

「涵養」という言葉が使われてい
ました。これは今でも変わってい
ません。皆さんの日々は無駄なこ
とはひとつもないと思って，いつ
も目的を持ってやっていくこと
が，東京歯科大学のDNAから皆
さんを人間的に向上させていくも
のと思っています。」
続いて新入生を代表して長門
慶さんが宣誓を行った後，学長よ
り徽章が授与された。その後，校
歌を高らかに斉唱して新血脇記念
ホール初となる記念すべき入学式
が閉じられた。

（広報委員 古澤成博）

安 部 如 恵
五十嵐 章 智
池 田 彩 音
池 田 理 香
池 谷 侑
石 井 里 和
石 川 曉 美
石 川 早 紀
石 島 美 香
磯 部 徹
井 田 知 美
市 場 光 雅
伊 藤 愛 理
伊 東 紘 世
伊 藤 麻 夏
井戸川 怜 奈
井 上 綾
井 上 大 介
岩 上 昌 人
岩 崎 浩 之

梅 田 有 由
江 澤 明 穂
大 内 智 也
大 槻 実 生
大 西 眞 実
大和田 碧
岡 本 静 香
小 川 実 希
隠 岐 安利紗
奥 村 知 里
小 倉 基 寛
小 倉 梨 果
小 坂 悠 樹
落 合 朗 大
鬼 谷 慶 子
角 田 奈津季
葛 西 佐保里
勝 田 真 央
加 藤 悠
加 藤 瑞 希

河 津 里 香
菊 池 幹 悠
菊 地 済
喜 田 晴 美
鯨 井 桂 子
久保田 笑美子
倉 根 眞 子
黒 松 真 子
小 泉 洋二郎
河 野 陽 介
國 分 大 潤
小 西 李 奈
小 林 寛 子
小 林 由紀子
小 原 身知子
小森谷 錬
齋 藤 佳 美
坂 入 彰
櫻 井 忠 裕
佐 塚 勇 斗

佐 藤 彩 夏
佐 藤 真 紀
柴 原 果 依
島 上 孟 秀
島 津 政 長
白 井 尊 久
白 神 旭 洋
須佐美 康 平
鈴 木 杏 樹
鈴 木 英 理
鈴 木 裕 梨
関 真都佳
瀬 津 昂 斗
芹 澤 慎 生
副 島 さやか
高 木 理 沙
髙 階 友 博
髙 田 真 帆
高 良 麻 呂
武 内 智 子

竹 原 幸 希
多 田 優
田 中 詩 織
田 中 希
田 村 真 理
辻 圭 佑
土 屋 絢
土 屋 崇 明
壺 内 かれん
土 居 洋 介
永 井 暁 大
中 川 由希子
中 島 有 彩
中 島 佳 希
長 門 慶
中 西 将 大
中 本 雅 也
夏 目 賢 一
西 原 孝 博
野 上 瑶 子

平成２６年度 新入生名簿
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野 並 久 晃
原 修三郎
原 田 怜 音
東 野 真 歩
平 井 研 吾
廣 瀬 恵

福 島 璃 美
古 谷 綜一朗
古 屋 優 人
保 坂 真太郎
星 沙弥佳
星 野 綾 香

松 井 香 奈
松 浦 葵
松 下 文 香
松 本 昌 純
松 山 佳央理
宮 田 直 樹

茂 木 将
矢 島 圭奈子
山 田 智 史
山 本 真 子
湯 本 恵 理
吉 岡 直 哉

吉 澤 翼
脇 田 一 郎
和 田 勝 行
渡 辺 麻衣子

石 川 多慧子
石 川 愛 佳
小 林 嵩 史

小 林 裕
近 藤 周
谷 明日香

濱 崎 英理子
坂 東 美 保
福 岡 佐 織

松 浦 由 佳
松 尾 裕 美
松 前 範 子

矢ヶ﨑 理 紗
山 下 悠
若 松 宏 実

平成２６年度 第２学年編入（１５名）

平成２６年度 東京歯科大学 入試ガイダンス日程

開催日時（予定） 場 所 内 容

１
７月１２日（土）
１４時～１６時

東京歯科大学
本館 １３階
（水道橋キャンパス）

模擬授業，入試概要説明，入試科目ポイントの説明，
入試問題の解説（予定），大学紹介，個別相談（希望者）

２
８月２日（土）
１３時～１５時

東京歯科大学
本館 １３階
（水道橋キャンパス）

模擬授業，入試概要説明，入試科目ポイントの説明，
入試問題の解説（予定），大学紹介，個別相談（希望者）

３
８月３０日（土）
１３時～１５時

東京歯科大学
本館 １３階
（水道橋キャンパス）

模擬授業，入試概要説明，入試科目ポイントの説明，
入試問題の解説（予定），大学紹介，個別相談（希望者）

４
９月２８日（日）
１３時～１５時

東京歯科大学
本館 １３階
（水道橋キャンパス）

模擬授業，入試概要説明，入試科目ポイントの説明，
入試問題の解説（予定），大学紹介，個別相談（希望者）

５
１２月１３日（土）
１４時～１６時

東京歯科大学
本館 １３階
（水道橋キャンパス）

模擬授業，入試概要説明，入試科目ポイントの説明，
入試問題の解説（予定），大学紹介，個別相談（希望者）

※ 内容，開催時間等，変更になることがありますので，事前にお問い合わせください。
問合せ先：東京歯科大学 教務課（水道橋校舎新館） TEL：０３－６３８０－９５２８

URL：http : //www.tdc.ac.jp
なお，事前予約は不要です。
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当科は平成２０年に千葉病院で開設された本学で最も新しい診療科です。７年目の今春，水道橋病院でも
新たに診療を開始いたしました。
千葉では摂食嚥下リハビリテーションを主要診療項目としつつ，外来や在宅歯科診療を通じて地域の歯
科医療機関や，要介護者，心身障害児などを支援する様々な職種の方々と円滑な医療連携体制を築いて参
りました。
本年４月より教育病院となった水道橋におきまして，時代の変化に合致した臨床実習，臨床研修が実施
できるよう，新規に稼働いたしました。担当歯科医師２名からのスタートとなりますが，診療科として最
善の努力を重ねてゆく所存でございます。千葉と東京を同じ視点で見るわけにはゆきませんが，東京は全
国的にみても比類なく高齢者数が増大しております。口から食べられなくてお困りの高齢患者様も多くい
らっしゃるのが現状です。千葉における当科の臨床成果が，そのような方々にも役立つことを確信してお
ります。
一般的な歯科診療は水を使用する処置が多いのですが，別の視点からみますと，受診者の誤嚥リスクを
より早期に判断することが可能です。日常診療の中で，高齢患者様へのちょっとしたアドバイスを通じ
て，安心して食事を摂っていただくことができるのではと考えております。摂食嚥下について「どのよう

に対応したら良いのか？困ってしまう」というよ
うなことがありましたら，是非ともご連絡ご相談
をいただきたく存じます。また，患者様ご紹介に
つきましても，下記へご連絡ください。
なお，当科の外来診療は，水道橋病院２階総合
診療室で行っております。訪問での診療をご希望
の場合は，訪問先に直接おうかがいいたします
が，ご紹介元の先生と共に拝見することも可能と
なっております。
水道橋を拠点に同窓の先生方と，新たな連携体
制を構築することが出来ましたら幸いです。どう
ぞよろしく願い申し上げます。

水道橋病院 摂食嚥下リハ・地域歯科支援科
医局（直通） TEL & FAX：０３－６３８０－９２２１
診療室（連携室） TEL：０３－５２７５－１６１４

Eメール：rishida@tdc.ac.jp

摂食嚥下リハビリテーション・地域歯科診療支援科
水道橋病院稼働のご案内

科長 石 田 瞭
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う さいかく

烏犀角（サイの角）およびメノウ
製スパチュラの寄贈を受ける
平成２６年１月２９日（水），栃木県
益子町在住の牟田紀一先生（昭和
３９年卒）から，ご先祖が１００年程
前にアメリカで購入し持ち帰った
烏犀角および，ご尊父栄先生（昭
和９年卒）が使用されていたメノ
ウ製スパチュラをご寄贈いただい
た。
烏犀角とはインドサイの角のこ
とで，粉末を煎じて飲むと解熱効
果があるとされ，古来より中国で
は漢方の生薬として珍重されてき
た。日本には奈良時代に伝来し，

江戸時代には麻疹の特効薬として
用いられた。漢方界ではなかなか
手の入らない高貴薬と称されてい
る。寄贈品の角も代々引継がれる
なか解熱剤として使用され，削ら
れて３分の１ほどの大きさとなり
形もだいぶ変わっている。どれほ
どの価値があるのか，テレビのな
んでも鑑定団に出品したところ
５００万円の値が付いた。サイはワ
シントン条約で取引が禁止されて
おり，国内での譲渡しについても
厳しく規制されている。今日では
入手は極めて難しく，大変に貴重
な資料である。

メノウ製スパチュラはシリケー
トセメントの練和に用いられた。
鋼製スパチュラではシリケートの
硬いガラス粒子によって摩耗した
鋼の粒子が練和物中に混入するた
め，硬質のメノウ製スパチュラが
最適であった。寄贈品はメノウの
練和部分が６センチ，全長は１８セ
ンチほどあり，今ではあまり見か
けない珍しい器具である。
頂戴したこれらの資料は，高価
で貴重な資料であり，広く閲覧に
供するとともに大切に保存し後世
に伝えたい。

学校法人東京歯科大学理事長並びに平成２６年６月１日からの法人役員新体制が決定いたしました。

○ 学校法人東京歯科大学理事長の選任
第８代理事長 水 野 嘉 夫

○ 平成２６年６月１日からの法人役員新体制
水 野 嘉 夫 理事長（総括）
井 出 吉 信 常務理事（学務・人事・建設担当）
熱 田 俊之助 常務理事（校友担当）
石 井 拓 男 常務理事（財務・病院担当）
矢 﨑 秀 昭 常務理事（庶務担当）
鹿 島 隆 雄 理事
金 森 越 哉 理事
西 田 次 郎 理事
大 山 萬 夫 監事
松 尾 邦 弘 監事

同窓会員より資料等が大学へ寄贈

理事長と牟田先生

サイの角 スパチュラ

母校だより
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１．開館時間
・新館図書館（４階）
月曜日～金曜日 ８：４５～１９：３０

・本館図書館（１０階）
月曜日～金曜日 ８：４５～２１：００

土曜日 ８：４５～１７：００
・さいかち坂校舎図書館（７階）
月曜日～金曜日 ８：４５～２０：００

・千葉校舎図書館
月曜日～金曜日 ８：４５～１９：３０

土曜日 ８：４５～１３：００

※長期休暇期間は，開館日および開館時間が変更と
なります。ご利用の際は各校舎図書館までお問い
合わせください。

水道橋校舎： ０３－６３８０－９２８５
千 葉 校 舎： ０４３－２７０－３６８７

２．休館日
日曜日，国民の祝日，第二土曜日，本学創立記念
日（２月１２日），年末年始

３．各図書館の所蔵資料
・水道橋校舎新館
医学・歯学専門図書

・水道橋校舎本館
医学・歯学雑誌（２０１３年以降発行のもの）

・千葉校舎
医学・歯学専門図書，医学・歯学専門雑誌
（２０１２年まで発行のもの）

・さいかち坂校舎
主に教養図書・雑誌

４．同窓生への利用サービス
１）閲 覧

図書館にある資料は，一部を除いて書架か
ら自由に取り出して閲覧することができま
す。また，東京歯科大学図書館で契約してい

る電子ジャーナルを閲覧することもできま
す。

２）複 写
各校舎に備え付けのコピー機がご利用でき
ます。複写はセルフサービスです。お支払，
ご利用方法等のお問い合わせは，カウンター
までお申し出ください。

５．文献検索
図書館では，文献検索用として次のデータベース
がご利用できます。
・医中誌web
・PubMed
・CiNii
・Scopus ほか
上記データベースは図書館のパソコンから利用す
ることができます。操作方法等で不明の際はカウン
ターにてお尋ねください。

６．文献複写
来館が困難な場合，文献を複写しお手元まで送付
するサービスを行っています。お申込みは，FAX
（０３－６３８０－９５５４）または図書館ホームページ「お
問い合わせ」より承っております。お申込みの際
は，住所・氏名・電話番号・FAX番号・複写を希
望する文献（資料名，巻・号・年，頁，著者名，論
題）・卒業年および入手目的を明記して下さい。お
急ぎの際は「速達」とお書き添えください。料金は
文献到着後，同封する郵便振替用紙でお支払下さ
い。
※FAX，データでの文献送付は行っておりません。

大学図書館利用のお知らせ

入館について
千葉校舎以外の図書館の入館につきましては，
共通カードの発行などを前提に現在検討中で
す。決定次第お知らせを致しますので，それま
での間は入口にてお声をかけていただきますよ
うお願い申し上げます。

母校だより
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青 森 県 支 部

平成２６年３月８日（土），午後３
時より，青森市内のホテル青森に
おいて，平成２６年度青森県支部定
時総会，学術講演会が開催され，
２７名の支部会員が出席しました。
総会は，船越良一副支部長の開
会の辞で始まり，本田富彦支部長
より挨拶がありました。その後ご
来賓の玉井達人同窓会本部副会長
より，同窓会の現況，若手同窓会
員との連携，新血脇記念ホール募
金などについて，お話を頂きまし
た。次いで，学術講演をして頂
く，東京慈恵会医科大学教授の
杉崎正志先生より，ご挨拶と，こ
の春から鶴見大学教授として就任
される旨のご報告がありました。
庶務報告，受章報告（住吉辰郎
先生が厚生労働大臣表彰）の後，
昨年度で任期を満了された，松山
陽一前支部長と櫻田守利前監事へ

感謝状と記念品が贈呈されまし
た。次に，昨年６月２２日開催の第
５０回東北地域支部連合会役員協議
会，総会の報告，１１月１７日に血脇
記念ホールにて開催された評議員
会報告，１１月２５日の東北地域支部
連合会支部長・幹事長会の報告が
ありました（於仙台）。監査報告
は福士淳一監事より，適正であっ
たことが伝えられました。
議事に移り，平成２５年度各収支
決算，本年度事業計画及び会費負
担金，予算案などのすべての議案
が可決承認されました。
その他の項目では，当日病気の
ため欠席された監事宮川克孝先生
のご子息より，手術後の経過が良
いこと，お見舞のお礼についてご
発言がありました。
学術講演会は杉崎正志慈恵医大
教授から，「すぐわかる顎関節症

のスクリーニングテスト，患者
QOL，そして治療手順」と題した
講演を頂戴しました。臨床上困難
な鑑別診断をいかに適切に行うべ
きかのポイント，その治療法，対
処について，詳しく説明して頂き
ました。
講演後，全員で記念写真撮影を
行い，別室において，懇親会が催
されました。同窓会らしい，和や
かでリラックスした雰囲気の中，
歓談に華が咲きました。恒例の校
歌斉唱で，お開きとなった後は，
ホテル最上階のラウンジで二次会
が開かれ，さらに一層の盛り上が
りとなりました。春にはまだ，ま
だ遠い北国の寒さを同窓の熱気で
見事吹き飛ばした夜でした。

（畑中政利 記）

支部のう ご き
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群 馬 県 支 部

平成２５年度定時総会，講演会，
懇親会開催
平成２６年３月１５日（土），前橋市
のアニバーサリーコート ラシー
ネにおいて群馬県同窓会定時総会
と講演会，懇親会が開催されまし
た。当日は支部会員２７名が出席
し，同窓会本部から来賓，講演会
講師として事業推進部常任理事
蛯谷剛文先生，群馬県歯科医師会
から，会長で同窓の村山利之先生
をお迎えしました。
総会は原 茂総務の司会の下，
石岡豪一副会長の開会の辞に続
き，２名の逝去会員に黙祷を捧げ
ました。引田正俊同窓会会長，
清見能久同窓会顧問の挨拶に続い
て，来賓の蛯谷先生より挨拶をい
ただき，村山先生からは群馬県歯
科医師会の会務の執行に対する同
窓会員の協力，支援に対する謝辞
をいただきました。

その後，庶務報告があり，同窓
会未入会対策の新規事業として，
本部若手ネットワーク委員会の後
援のもと，全国に先駆けて，県内
の未入会者や県出身の在学生にも
参加を呼びかけた拡大県人会を開
催し，地元の同窓会がより身近で
頼りになる存在と感じられたとの
声が参加者から多く聞かれたこと
やその後数名の入会があり増員に
つながった成果が報告されまし
た。
続いて，議長に備前島俊行先生
が選出され議事に入り，事業計画
案，一般会計並びに福祉共済部
会計予算案が報告され，すべて
可決承認されました。最後に黒田
由紀子副会長の閉会の辞により総
会は終了しました。
休憩後，蛯谷先生より大学の近
況と寄付金の達成状況の報告と来
年の同窓会創立１２０周年記念事業

についての説明に続いて「次期診
療報酬改定について」と題して，
改定のポイントを丁寧にわかりや
すくご講演頂きました。講演会終
了後，集合写真を撮影し，懇親会
に移りました。川越文雄先生の乾
杯のご発声のもと開宴し，終始和
やかな雰囲気の中，年代の垣根を
越えて各所で話に花が咲き，お酒
もすすんで盛り上がりました。予
定の時間をかなりオーバーしなが
らも，恒例である森下正教先生の
名指揮の下，全員で大きな声で校
歌斉唱し，武安一嘉先生の閉会の
辞で名残惜しみながらのお開きと
なりました。 （小板橋正樹 記）

支部のうごき
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埼 玉 県 支 部

新年会開催
平成２６年２月１１日（祝），浦和ロ

イヤルパインズホテルにおいて，
大学から井出吉信学長と田﨑雅和
教授，明海大学から坂 英樹准教
授，同窓会本部から玉井達人副会
長，埼玉県歯科医師会からは島田
篤会長をお迎えして，埼玉県支部
新年会が開催されました。
最初に主催者を代表し，２期目
となった春山良夫支部長より挨拶
がなされました。続いて，玉井先
生には同窓会の動向を，特に矢﨑
執行部２期目の方針をご説明いた
だきました。埼玉県出身である
井出学長からは大学の水道橋移転
の進捗状況，入試，国家試験の状
況についてユーモアたっぷりにご
説明いただきました。また，島田
篤会長からは埼玉県歯科医師会の
活動や未入会対策についてご説明
いただきました。そして，越谷の
安井 晃先生が厚生労働大臣より

「歯科保健事業功労」について表
彰されたお祝いがなされました。
今回は大和田一彦先生，関口
千栄子先生による保険ミニ講習も
ありました。臨床に直結する事例
を物語風にお話しくださり，大変
参考になりました。
祝宴に移り，支部顧問増田紀男
先生の乾杯で開宴となりました。
新入会員の田原紀彦先生と明海大
学講師に就任された﨑山浩司先生
が紹介され，ご挨拶いただきまし
た。美味しいお酒とすばらしい料
理で楽しく歓談した後，毎年恒例
のビンゴゲーム大会を行いまし

た。皆さん，豪華なお土産を目論
見，大いに盛り上がりました。さ
らにお酒も進み，年代の垣根を越
えた会員相互の交流を楽しみまし
たが，そろそろ時間となり，校歌
斉唱，記念撮影の後，名残惜しく
もお開きとなりました。

（山﨑真司 記）

安井 晃先生 東歯大，明海大の先生方

写真が同窓会ホームページ≪http : //www. tdc-alumni. jp≫に掲載されています。

支部のうごき
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横浜西部支部

平成２６年春の総会報告
平成２６年４月１２日（土），保土ヶ
谷区の水口浩司君が幹事となり，
横浜ホテルガーデンにて，総会が
開催された。今回は，来賓３名，
会員２１名の総勢２４名の参加があっ
た。
会に先立ち，島村 大衆議院議
員により，挨拶と活動報告がなさ
れた。
総会は水口浩司君の司会の元，
佐藤信之支部長より挨拶がなされ

た。その後，来賓である矢﨑秀昭
同窓会会長，金子 譲理事長，
中島信也神奈川県支部連合同窓会
副会長より，挨拶がなされた。報
告として，水口浩司君より会員現
況報告・会務報告が，高階皓三君
より会計・監査報告が，矢﨑秀昭
同窓会会長より本部同窓会報告
が，相庭常人君より連合同窓会報
告がなされた。その中で，昨年逝
去された相庭昇一君に対し，哀悼
の意を表し，出席者全員で黙祷が

捧げられた。
その後，島田英明君の乾杯で懇
親会が開かれた。その間，橋本
美代子君の喜寿のお祝い金と，病
気療養中の続 孝君にお見舞い金
が贈られた。終始和やかな雰囲気
でお互いの親睦を深めあい，宴も
たけなわではあったが，菅原政道
君の閉会の辞の後，全員で記念撮
影をして終了となった。

（渡瀬秀彦 記）

支部のうごき
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北 多 摩 支 部

平成２６年２月１５日（土），パレス
ホテル立川にて平成２５年度北多摩
支部総会・懇親会が開催されまし
た。
当日は，４０年振りという大雪に
見舞われながらも，多数の来賓，
会員が参集しました。
総会は，奥野和志支部長の挨拶
に始まり，議長には矢﨑宣利先生
が選出されました。
その後，会務報告が山根秀樹理
事より，会計報告が岩崎 進理事

より，監査報告が沼澤 博監事よ
りなされ，賛成多数で承認され閉
会となりました。
続いて，来賓の本部同窓会財部
正治副会長より，本部における今
年の出来事，各事業等のお話があ
り，本部の活動状況を詳しく知る
ことができました。
さらに北村 晃理事より，発表
されたばかりの平成２６年度診療報
酬改定についてお話頂きました。
懇親会は，来賓からの祝辞を

井上 孝千葉病院病院長，浮地
文夫東京地域支部連合会会長か
ら，そして北村晴彦先生の旭日双
光章綬章のお祝いをして，服部
玄門先生の乾杯で歓談となりまし
た。おいしい食事とお酒を満喫し
ました。そして，恒例の矢﨑宣利
先生指揮による校歌斉唱，集合写
真撮影をして散会となりました。

（植松一郎 記）

掲示板
＊この掲示板は，同窓会ホームページ http : //www.tdc-alumni.jp にも記載されています。
日程等，決まり次第，できるだけ早めにお知らせください。
印刷，発行日の都合上，会報に載せられない場合がありますが，その場合は同窓会ホームページに掲載
されますので，ご了承ください。

事業種目
日 時

演題及び講師
又は事業内容 会 場 主 催

連 絡 先
外部より
参加可否

学術講演会
平成２６年
７月１３日（日）
午後２時～

「歯科治療中の全身管理－保有する
全身疾患を考慮した歯科診療－」

櫻井 学先生
（朝日大学歯学部総合医科学講座

麻酔学分野教授）

愛知県歯科医師会館
名古屋市中区丸の内
３－５－１８

TEL０５２－９６２－８０２０

愛知県支部
連絡先
担当・久野昌士

TEL０５６９－４３－１１２４

歯科関係
（歯科医師）

支部のうごき
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三 重 県 支 部

平成２６年２月１６日（日）に四日市
都ホテルで，同窓会三重県支部定
時総会，学術講演会，懇親会が開
催されました。そして来賓として
同窓会本部より臼井文規常任理
事，有床義歯補綴学講座准教授の
上田貴之先生をお迎えいたしまし
た。
総会は加藤誠康支部長の挨拶の
後，臼井文規先生より同窓会の現
状，特に最近問題となっている若
い先生の同窓会各支部への未加入
について，大学在籍時より同窓会
との結びつきを深める方策や，イ
ンターネットを利用した若手会員
との連携強化など様々なご苦労を
伺いました。又，大学の新校舎へ
の移転，１２０周年の記念事業につ

いてもお話いただきました。
議長は稲森幾太郎先生が選出さ
れ，報告事項や議事すべて円滑に
行われました。又，その中で今年
新たに入会された大橋卓史先生が
紹介されましたが，２年ぶりの新
人ということで非常に喜ばしいこ
とです。
休憩をはさんで，上田貴之先生
より「有床義歯の印象採得を再考
しよう」との題でご講演いただ
き，コンパウンドを利用した従来
よりの義歯印象法ではなく，より
簡便に短時間でできる印象方法に
ついて教えていただきました。内
容はチキソトロフィー性を有する
印象材の有効利用ということで，
少し難しい部分もありましたが，

みんな熱心に聞き入っていまし
た。又，その他にも臨床のヒント
になるであろう色々な事柄も，伺
うことができました。
懇親会は大橋卓史先生の乾杯で
始まり，おいしい食事とお酒をい
ただき和気あいあいと楽しい時間
を過ごすことができました。

（宮﨑弘隆 記）

写真が同窓会ホームページ≪http : //www. tdc-alumni. jp≫に掲載されています。

支部のうごき
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滋 賀 県 支 部

平成２６年総会・学術講演会
平成２６年３月２日（日）に滋賀県
支部総会・学術講演会・懇親会
が，滋賀県草津市ボストンプラザ
草津ホテルにて，理事会に引き続
いて開催されました。
来賓として，東京歯科大学同窓
会常任理事で東京歯科大学クラウ
ンブリッジ補綴学講座の佐藤 亨
先生をお迎えし，例年よりすこし
少ない２０名の参加者でした。
総会は松田康男副支部長の挨拶
で始まり校歌斉唱・物故会員への
黙祷・藤居正博支部長挨拶・来賓
紹介後，議事へと進みました。平
成２５年度事業報告・会計報告・平
成２６年度事業計画が承認されまし
た。その後，支部長より「水道橋
校舎施設整備のための資金募金に
ついて」滋賀県支部として，募金
はしているが個人でされていない
先生方に再度募金の声掛けをされ
ました。協議事項として，今年１００
歳を迎えられる立木弥太郎先生に

同窓会本部から記念品が贈られる
ことに合わせ，滋賀県支部からも
記念品を贈ることが，全員一致で
了承され，議事終了後，前支部長
北村眞也先生に記念品が贈呈され
総会は例年になく予定時間に閉会
しました。
コーヒーブレイクをはさみ，
佐藤 亨先生に大学の近況報告・
学術講演をおねがいしました。大
学の近況報告では，昨年１１月に行
われた推薦入学選考で始まった平
成２６年度入学試験状況から，平成
２５年３月の国家試験合格状況ま
で，学生部長の立場で他大学との
比較を交え詳しく説明していただ

き，大学の先生方の学生に対する
ご努力に感銘しました。
学術講演は，「最新のテクノロ
ジーを応用した歯冠補綴修復治
療」と題し，オールセラミックス
歯冠修復法を臨床応用するため
に，我々が学生時代には習わな
かったセラミックスの分類などの
基礎知識，臨床での注意点を具体
的に説明していただきました。
懇親会は，石田喜之先生のご発
声で始まり市川校舎時代・稲毛校
舎時代の話で盛り上がり，恒例の
東京歯科大学予科「夕日は沈み」
を斉唱しお開きとなりました。

（冨山佳寿人 記）

支部のうごき
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兵 庫 県 支 部

兵庫県支部の総会報告と近況
平成２５年度の総会と懇親会は，

２６年４月５日（土）６時より神戸市
三宮の第一楼にて開催された。近
年は高齢会員の死去，新入会員の
減少など執行部は色々と思い悩
む，恒例のシーズン幕開け行事で
ある。
総会は特に変化なく，西村支部
長（明石市）の挨拶の後，議長に
西村先生（美方郡）を選び，各種
報告，会計と事業計画の諸議案が
協議された。慎重審議の後，無事
に可決され次年度の予算と路線が
決まり終了。続いて懇親会に移
り，来賓の兵庫県歯科医師会の
豊川会長の祝辞の後，石田先生

（宝塚市）の乾杯により宴が始め
られた。先輩，後輩の垣根を取り
払い懇親の杯を重ねて，盛り上が
りを見せたが次回を約束して閉
会。幸いにも物故会員はなく，新
入会員として土岐真里佳先生（平
成２４年卒）が紹介された。先生は
母校歯科麻酔で研修の後，神戸市
歯科センターに勤務されている。
兵庫県支部の現況を簡単に紹介
すると，現在，会員数５３名，年間
予算約２００万円で運営しているが，
人数と予算は猛スピードで減少し
ている。県の人口は約５６０万人に
約３，１５０名の歯科医師数で，東歯
の存在感を維持するために支部長
以下の役員が健闘している。各種

の問題が山積みしているが，最大
案件は後継者に関する事項で，特
に歯科医師に成ることを希望しな
い家族が出てきたこと，会員数の
減少と共に，一部役員にその仕事
量が増え非常に重荷に成ってきて
いることなどである。

（吉田朔也 記）

兵庫県支部役員名簿

支部長 西村 亮介 Ｓ４７卒

副支部長 中西 哲生 Ｓ４７卒

難波 克明 Ｓ４７卒

副支部長・幹事長 四宮 敬司 Ｓ５０卒

副幹事長・庶務 村岡 光明 Ｓ５９卒

成田 秀弥 Ｓ５９卒

幹事（会計） 川越 弘就 Ｈ３卒

宮本 英人 Ｈ８卒

幹事（事業） 高橋 研之 Ｈ２卒

吉田 達也 Ｈ６卒

﨑山 裕行 Ｈ７卒

宮井 大介 Ｈ１０卒

山本 晋也 Ｈ１２卒

長谷川智子 Ｈ４卒

幹事（庶務） 塩見 周平 Ｈ１０卒

顧問 吉田 朔也 Ｓ３５卒

宗本 匡由 Ｓ４２卒

荻原 威雄 Ｓ４７卒

支部のうごき
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広 島 県 支 部

定時総会ならびに学術講演会
平成２６年４月１９日（土）シェラト

ンホテル広島にて，平成２６年度東
京歯科大学同窓会広島県支部総
会，学術講演会，懇親会が開催さ
れた。
総会は平地茂雄副支部長による
開会の辞に始まり野間 博支部長
の挨拶の後，選出された桂 啓介
議長が議事進行した。柏村 真専
務理事による庶務報告では，慶事
として旭日双光章を林 翔先生と
岸田 允先生が受章，広島県知事
表彰を歌野原 実先生が受賞され
たことを紹介され，記念品が贈呈
された。会務報告の後，議事事項
では決算予算について上本佳孝理
事が，監査報告を藤原 彰監事が
説明し，全ての議案が滞りなく承
認され，高橋秀樹副支部長による
閉会の辞をもって終了した。
引続き本学歯科麻酔学講座主任
教授一戸達也先生より「局所麻酔
法の最近の知見～安全で確実な効
果を得るために～」の演題で学術
講演が行われた。効果的な表面麻
酔法，リドカインとメピバカイン
の特性と使い分け，下顎孔伝達麻
酔のコツなど臨床に即した実践的
な内容で講演終了後小林万里恵座
長の下，活発な質疑応答があっ

た。
その後大学の近況，国家試験の
状況についてもお話しいただい
た。
記念撮影の後，懇親会ではご来
賓の片山 巖県歯副会長に県歯会
の近況報告につづき，髙木勇蔵前

支部長による乾杯の発声で宴が始
まった。途中記念品贈呈や新入会
員をはじめ若手の会員が紹介さ
れ，宴会は終始和やかに話の花が
咲き，最後に恒例の校歌を斉唱し
てお開きとなった。

（横山晴洋 記）

支部のうごき

53



�������������������������������������������������

�
�
�
�
�
�

�������������������������������������������������

�
�
�
�
�
�

五 十 鈴 会 昭和２５年卒

昭和２５年（１９５０）卒業の五十鈴
会は昨年で６３回目のクラス会を迎
えた。学友に会うと，遠い過去の
ように思える学生時代，そして希
望を持って東歯を卒業した時をつ
い最近のように鮮明に思い出す。
随分と変わった人，ほとんど変わ
らない人，それぞれであるが，
皆，東歯を卒業して６０年以上経っ
てからもクラス会を開き，学友と
青春時代を思い出し，語り合うこ
とはクラス会の醍醐味であり，と
ても幸せなひとときである。
昨年は，箱根一泊の旅であった
が，今回は，１泊は辞め，総会に
先立ち，東京で東歯大新校舎の見
学を企画した。少人数にもかかわ
らず，井出学長自らの案内で病院
の特殊処置室，基礎研究室，そし
て同窓会の寄付により設立した立
派な新しい血脇記念ホールなどな

どを見学した。東歯が立派になっ
て水道橋に帰ってきた事に，感心
しながら，一安心した。
総会は，後楽園ドームホテル内
のレストランで行なった。参加者
は１２名であった。（写真左から，
金子，村上，伊藤，白須賀，大山
夫妻，森山夫妻，齋藤，佐藤，ス
ナップ写真の小倉夫妻）
６時から始まった会は，学生時
代のことに始まり，今の大学，そ
して孫の結婚話など楽しい話に華
が咲き，夜９時近くなり，又の再
会を約し散会した。次回はメン
バーが皆８０歳を超えている為，昼

間の会にする事となった。開催時
期は１０月～１１月を予定しているの
で今回出席出来なかった方の出席
お待ちしております。
これからのこと：今回，お寄せ
頂いた近況報告をまとめて，紙上
五十鈴会としてお送りする準備を
しております。唯，返信のない方
には，お送り出来ませんので，今
年の１０月を過ぎても連絡がない時
は，大山，村上，又は齋藤まで，
ご連絡下さい。何時までもお元気
で‼
又，お目に掛かりましょう。
（例会幹事 齋藤季夫 記）

クラス会だより

クラス会開催日程

踏 志 会（昭和４１年卒） と き 平成２６年１１月１５日（土）～１６日（日）
ところ 名古屋マリオットアソシアホテル

（JR名古屋駅内）
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十 二 期 会 昭和３９年卒

第４８回東京大会報告
台風２６号，その後，二つの台風
が日本列島を襲った，秋１０月に開
催された「新校舎落成記念」と
銘打った十二期会は初日のスケ
ジュールを少し変更しただけで運
よく成功裏に終了できました。
当日は特別会議室にて金子理事
長の２時間余り有益なレクチャー
を拝聴し，大いに感銘しました。
さらに新校舎では我々の時代とは
隔世の感を覚える新施設や研修設
備などを，目に出来ましたこと
も，大きな収穫でした。その後予
定通りの昼食では，品川プリンス
ホテルに場を移し，久しぶりの交
流を楽しみました。所謂世界のバ
イキングを堪能した次第です。昼
からは久しぶりに東京湾アクアラ
イン（海ほたる）でやや波の荒い
東京湾より横浜港などを遠望し時
を過ごしました。

ホテルに帰ってからの総会・懇
親会では次期の総会を北海道，そ
れも道東にての開催を決定しまし
た。道東の素晴らしい自然と，景
観を味わってもらおうと「玉田・
長谷川・前田・向山英彦」君にお
願いして総会・懇親会を終了しま
した。
最終日には古都鎌倉を訪ねまし
た。鎌倉報国寺は竹の庭と称し昼
なお暗く一木一草が時を語り時代
の情念が身に迫るようでした。
鶴岡八幡宮・高徳院（鎌倉大
仏）と散策も終り散会となりまし
た。

○第４９回大会北海道大会ご案内
（卒後５０周年）

期日 平成２６年６月２０日（金）
～６月２２日（日）

集合場所
「釧路」プリンスホテル
（釧路市幸町）
〒０４１－０８４３
函館市花園町２０丁目７

代表幹事
向山英彦
TEL ０１３８－５４－８８２５
FAX ０１３８－５４－８８２５

（丹野 研 記）

クラス会だより
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七十七期会 昭和４７年卒

４月１９日土曜日，クラス会を開
催いたしました。本年は，齋藤
力君が新潟大学での活躍を終え，
母校に戻ってこられましたので，
記念講演を兼ねての開催となりま
した。
学生時代を思いだす様な水道橋
の新校舎の９階の階段教室で，

し ゅ は り

「守破離」という演題の講演でし
た。その内容は，齋藤 力君が口
腔外科在籍時代の恩師の教えを守
り，その上で新潟大学では新たな
技術を開発し，そして今，母校病
院で後輩への教育を含めた日常の
考え方，さらには趣味の「鉄ちゃ

ん？」としての楽しい話題も提供
してもらいました。同級生という
こと抜きに，感動と尊敬を覚える
講演内容でした。（是非同窓会員
もお聴きになることをお勧めしま
す）。講演後，クラス担任だった
中久喜先生から齋藤君の活躍を讃
えていただくご挨拶をいただきま
したが，その中で，「５０～６０は働
き盛り」と活を入れられました。
先生は９０歳でお迎えがきたら１００
まで待てと追い返すそうです。ま
だまだお元気で今後も同期会に出
席して頂けると思っております。
講演後に，東京ドームホテルに

会場を移し，協議の中でクラス会
会長が市川 豊君から小生にバト
ンタッチすることになりました。
市川くん，２２年もの長い間大変ご
苦労様でした。また，次回同期会
の開催が２年後の４月第３週の土
曜日に東北（仙台）と決まりまし
た。島くん，五十嵐（栄）くんを
始め，東北ブロックの先生にはお
世話になります。
懇親の場で同級生と過ごした楽
しい時間はあっという間に過ぎ，
２年後の再会を期して散会いたし
ました。 （森岡俊介 記）

学生に戻ったような講義室の写真，何時もこのように和やか
で真面目に講義を聞いていたらナー

米寿の担任，中久喜先生が女性に囲まれ嬉しそう

平成２６年４月１９日（土）東京ドームホテル，卒後４２年，東京歯科大学同窓会７７期会同期会

クラス会だより
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弥 生 会 昭和５４年卒

第８４期弥生会「卒業３５周年記念・
還暦を祝う会」開催される
平成２６年５月１７日（土）昼より
快晴の空の下，第８４期弥生会「卒
業３５周年記念・還暦を祝う会」
が，５２名の参加をえて水道橋校舎
新館１１階講義室にて開催された。
総会に先立ち，リニューアルさ
れた水道橋本館と新館の見学会が
実施され，冒頭佐藤 亨教授より
水道橋キャンパス概要の説明があ
り，その後２班に分かれ同級生の
佐藤 亨・末石研二両教授の引率
のもと，新館と病院を見学させて
頂いた。堀田准教授にも総合歯科
診療室でご案内頂いた。病院施設
ならびに新館教育施設は，私たち
が学んだ４０年前の迷路を張り巡ら
したような旧水道橋校舎とは異な
り，隔世の感あり溜め息をつくば
かりの驚嘆であった。「稲毛は水
平移動の距離が長かったが，今度
の水道橋は上下の垂直移動が大変
だね，昔は階段の上り下りは苦に
ならなかったが，今日はエレベー
ターのお世話になりっぱなし
だ！」また「こんなに素晴らしい
設備が揃ってきたのに最近の卒業
生の技量が下がってきたのは何
故？」とぼやく女医さん，「国家
試験が大変だからよ！」と子を卒
業させた父母の答え，更に国家試
験断トツの合格率を維持している
母校に敬服し，「我が同級生の教
授陣の指導力は日本一だ！」と称
賛する声も，色々な会話が行き交
う流石１７０名全員卒業全員国試合
格の学年の舌戦でした。見学会終
了後，総会に移り，冒頭鬼籍に

入った恩師や同級生１３人に対し黙
祷を捧げその遺徳を偲んだ。次い
で還暦を迎えた我々の変遷をスラ
イドで在学時～卒業式～卒後のク
ラス会の記録へと頁をめくり，ト
ピックスが紹介された。今回欠席
の柴原孝彦くんのビデオレターも
紹介された。続いて大分県中津市
出身の筒井 豊くん（平成２３年没）
が４代に渡り保管してきた曽祖父
さんが使用した明治２４～２６年発刊
の「高山齒科醫學院講義録」８
冊，齒科手術書１冊，解剖學書４
冊合わせて１３冊の贈呈式が行われ
た。金子 譲理事長先生に筒井
ひとみ夫人より寄贈された。これ
らの書籍は高山齒科醫學院が明治
２３年に開学した翌年から発刊され
た大変貴重なもので，東京歯科大
学にとり国宝級のお宝であると
金子理事長先生より謝辞があっ
た。
その後協議事項に移り，議長
鳩貝尚志くんのもと円滑に議事進
行し可決承認され終了した。
懇親会場を東京ドームホテルに

移し，記念撮影。眺望素晴らしき
４２階の「シリウス」の間からゆっ
くりと暮れゆく水道橋，神保町方
面を睥睨しながら，片山 隆くん
の司会で，佐藤くんの開会の辞，
遠路鹿児島から上京の西（旧姓：
城井）和子さんの乾杯のご発声に
より宴は佳境に入った。金子理事
長からは還暦からの体調を慮るよ
うにとの注意事項などを盛り込ん
だ楽しいご挨拶を頂き，続いて
髙橋俊之くんの千葉病院病院教授
就任ならびに不肖小生の昭和大学
高齢者歯科学客員教授就任の紹介
があり，青島（旧姓：辻村）眞理子
さん，黒岩（旧姓：内田）晴弓さん
からお祝いの花束贈呈がされた。
その後は学生時代に戻り談笑の輪
が広がり，全員の楽しいスピーチ
リレーが続いた。
暮れゆく夕陽を背に瞬く間に時
が経ち，末石くんの閉会の辞でお
開きとなった。その後は皆それぞ
れ旧交を更に温めるためか水道橋
畔の街の闇に吸い込まれて行っ
た。 （今村嘉宣 記）
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出 藍 会 平成５年卒

平成２５年１１月１６日（土），水道橋，
東京ドームホテル４２Ｆシリウスに
て，第９８期出藍会の同窓会が開催
されました。
５年振り，通算３回目にあたる
今回は，卒後ちょうど２０年目にあ
たる節目の年であり，発起人の一
人である中村有博君の『今年は絶
対やらなきゃあ！』の呼び掛けに
始まった今回の同窓会，確実に準
備不足は否めない状況での開催な
がら，総勢６０名（ご家族，恩師含
む）が参加し，大いに盛り上がっ
た会となりました。
昨年は大学が水道橋に本格的に
移転した回帰元年。まだまだ大変
お忙しい時期であったにも関わら
ず，３，４年時に主任をして頂い
た，井出現学長，５，６年時の主
任，金子現理事長，副主任の齋藤
力教授，佐藤 亨教授，と今や東
京歯科大学の中枢を担われてい
る，錚々たる先生方に来賓として
ご出席頂きました。
今回は時間の関係で，残念なが
らその新校舎や診療室の見学は叶
いませんでしたが，井出学長よ
り，現在の大学の近況や学生教育
の変貌，更には今後の東京歯科大
学の未来像について，スライドを
使って熱心にお話を頂きました。
金子理事長には，当時我々の主任
に至られた経緯や，齋藤教授や
佐藤教授と共に，我々を卒業させ
るのに苦労されたエピソードなど
を披露して頂き，会場の笑いを
誘っておられました。
そんなご登壇頂いた恩師の先生
方をみて，本当に我々は凄い先生

方に担任をして頂き，と同時に非
常に感謝し，誇らしく思ったのは
私だけではなかったと思います。
その後，佐藤教授の挨拶，齋藤
教授の乾杯に始まった宴は，美味
しいビッフェディナーと酒に舌鼓
を打ちながら，会場各所で恩師や
旧友を交えての談笑が終始絶えな
い，賑やかな会となりました。そ
して会終盤には毎回恒例の出席者
全員の一言タイム。
太ったり，額が広くなったり，
髪が白くなったり，しわやしみが
増えたり…，出席者全員がそれぞ
れの２０年の歳月を経ていました
が，話せば昔と何も変わらず，そ
こにはあの頃の皆が居ました。
同期の中では一番早くに結婚し
て，すぐに女の子を授かった力武
秀樹君。そのご息女がすでに我が
校の１年生に入学したそうで，今
回一緒に出席もしてました。時の
流れの早さにただただ驚かされる
ばかり。でも出席者全員がイキイ
キと堂々としていたのが印象的で
あり，皆いい顔してましたヨ！
最後は全員で円陣を組んでのな
ぜかの校歌斉唱。

その後は写真室で，赤い顔をし
ながらの記念撮影。更には階を変
えての二次会突入と，幹事の予想
を超えての多数の参加者でした
が，皆さん話題にこと欠かず，閉
店まで楽しい時間を過ごしていま
した。
２０年はあっという間でしたが，
これからも３０年，４０年とこの仲間
達と一緒に切磋琢磨，歩んでいけ
たらと感じた，そんな会でありま
した。
今後は東京開催だけでなく，地
方開催も視野に入れ，ゴルフや宿
泊を兼ねたり，また我らの期から
もいよいよ准教授が誕生（石崎
憲君，遠藤隆行君）し，他にも名
を世間に馳せている優秀な面々も
いることですから，そんな彼らの
学術講演会を兼ねた同窓会開催な
んてのもいいでしょう。
そんな次の同窓会の企画を皆で
提案しながら，楽しい会は終宴と
なりました。 （相原一之 記）

追記，同窓会HPに續 宏之さん
提供のスナップ写真も掲載中で
す。併せてご覧下さい。

写真が同窓会ホームページ≪http : //www. tdc-alumni. jp≫に掲載されています。
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百 期 会 平成７年卒

母校である東京歯科大学が水道
橋に再帰した平成２５年度の終わ
り，３月２１日に東京歯科大学水道
橋校舎本館で百期会総会を開きま
した。その後東京ドームホテルに
場所を変え懇親会を行いました。
総勢６５名の参加で大変盛況な会と
なりました。私たちは卒業して早
や１８年経ちますが，実は全くの幹
事の怠慢でありまして，今回が卒
業後２回目の開催であります。当
時主任を務めていただきました，
恩師川口 充教授が今年度でご退
任ということで，主賓としてご出
席いただくことが叶いました。ま
た，当時副主任でお世話になりま
した，櫻井 薫教授，加藤広之講
師，西川慶一講師にもご参加賜
り，大変盛況な会となりました。
最初総会では，会計報告の後櫻井
薫教授によるご講演を賜り，「東
京歯科大学の現状報告」という題
名で，東京歯科大学の移転の経
緯，現在の教育体制，歯科医師国
家試験の現状など大学の今につい

て詳細にお話しいただきました。
次に総会の議案として，大学移転
という大事業を達成した母校に少
しでも恩返しができればとの思い
で，百期会より幾ばくかのご寄附
をさせていただくことで，満場一
致の同意となりました。総会終了
後は，本学に在籍中の渋川義幸
君，古谷義隆君，村上 聡君を中
心に，新館の見学，案内をして，
東京歯科大学の新しい教室を見て
いただきました。懇親会では，
川口教授をはじめとする恩師のご
挨拶，記念品の贈呈が行われ，途
中本学在籍の笠原正貴君より千葉
病院の思い出として，現在の稲毛
の現状をスライド映像で皆に伝え

る一幕もありました。久々の再会
であっても，学生時代と何ら変わ
らない友人たちに，私たちも，実
はあの当時のままであることに気
づかされます。前回の同窓会から
１０年も経過してからの開催であ
り，みな話に夢中で食べ物も飲み
物も減らず，２次会から３次会へ
とまったく時間がいくらあっても
足らない状況でした。まったくの
反省の至りです。「次回は３年後
に開きましょう」と幹事一同かた
く約束を交わしました。百期会の
みなさま，その際はまたご参加の
ほどよろしくお願いします。次回
の再会を楽しみにしています。

（野村武史 記）

写真が同窓会ホームページ≪http : //www. tdc-alumni. jp≫に掲載されています。
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平成２５年９月７日（土），ホテル
メトロポリタンエドモンドにおい
て定例の精到会（口腔外科学教室
同門会）総会に続いて，上記式典
が開催された。先ず，現部長によ
る『温故知新－口腔外科学教室の
更なる発展－』と題した講演が行
われたのち，同ホテルで１５０余名
の参加者による懇親会を挙行し
た。精到会幹事長の榎本洋史先生
ならびに本学理事長の金子 譲先
生のご挨拶に続いて，中久喜 喬
名誉教授による乾杯のご発声のも
と，まさに賑々しくかつ華やかな
懇親へと移行した。旧水道橋病院
そして千葉病院時代の思い出が多
く語られ，教室９０周年の功績を讃
え合った楽しい時間であった。水
道橋病院病院長の矢島安朝先生に
よる中締めはあったものの，多く
の参加者は水道橋橋畔の灯に繰り
出して行き，まさに温故知新を文
字通り実行した教室史の１ページ
を綴るひと時であった。
口腔外科学教室は，大正１２年１０

月１５日に補綴科，保存科と共に３
部門体制の一つとして遠藤至六郎
教授によって開設された。遠藤先
生はその前月の９月１日に米国・
ドイツの留学を終え帰国された
が，その当日に関東大震災が起こ
り，東京を中心にした大混乱を経
験したことになる。木造建築はす
べて灰塵と化し震災後の混乱のな
か，病院とは名ばかりで窓のない
１階の片隅に治療椅子が３台のみ
から遠藤教室は始まった。口腔外
科部長の他，医員は大井 清先生
一人，他に看護婦が１名いたのみ
であったと聞く。シンメルブッ
シュ消毒器２個が七輪の上で煮
立っていた状況の中で，『世界レ
ベルの歯科医師による口腔外科を
目指す』想いで帰国された先生の
胸中いかばかりか，お察しするに
余りあるものがある。
決して順風満帆な船出ではな
かった教室も，歴代の部長教授の
もとで着実な発展を遂げ，今，隆
盛期を迎えている。関東大震災の

天災から始まり，世界大戦と敗戦
による戦災等，数々の艱難辛苦を
その都度気力と英知で乗り越え，
先人の努力によって今日の教室の
礎が作られた。現役として迎える
満９０年の祝賀の栄誉に身の引き締
まる思いを感じる。さらに教室の
現役医員とOBの親睦団体である
精到会は，遠藤口腔外科学教室誕
生の満１０年にあたる昭和８年１０月
に赤坂の山王ホテルにおいて設立
した。『精到会』の言われは，当
時校長の血脇守之助先生が論語の
中から『深研精到』の言葉を選び
命名された。
現在の口腔外科学教室は『私学
の雄』，『歴史ある教室』の称賛に
甘んじて胡坐をかいていないか自
省の念を持つ。遠藤先生の『自学
自習』，血脇先生の『深研精到』
の教えを今一度心に刻み，襟を正
して教室の更なる発展に尽力した
い。（昭和５４年卒 柴原孝彦 記）

口腔外科学教室創立９０周年および精到会創立８０周年記念式典の開催
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母校卓球部に在籍された皆様に
は益々ご清栄のこととお喜び申し
上げます。母校卓球部は今を去る
１００年前の１９１４年（大正３年）に
創部されて以来，今日まで１００年
の歴史を数えるに至りました。つ
きましては，この期を記念し，卓
球部に在籍されていた先生方にお
集まりいただき祝賀会を催すこと
にいたしました。
明治の末期，英国から日本に卓
球が伝わり，慶応，早稲田，美校
等で遊戯的に行われていましたが
大正になり東歯に卓球部ができ，
東歯，農大，宗教大の三校対抗戦

が行われました。これが，我が国
最初の対抗試合で，現関東学生
リーグ戦の発端となりました。大
正１０年，大日本卓球協会が誕生し
た時は，東歯がその重鎮としての
役割をはたし，大正１４年，第一回
関東学生リーグ戦一部では，早稲
田，立教などを破り初優勝し，昭
和２年全国高専大会で団体優勝，
関東学生リーグ一部で再優勝，同
年極東オリンピック日本代表に
小笠原君が選ばれ，東歯より初の
国際選手を輩出しました。昭和４
年，第１回医歯薬大会においても
初優勝し，以後９連覇という快記

録を残し，『東歯至る所敵なし』
といわれ黄金期を築きました（東
京歯科大学創立７０周年記念誌より
抜粋）。
戦後は急速な卓球の普及によ
り，選手数と練習量をもつ総合大
学におされ，戦績等は今日に至り
ますが，水道橋に戻った今も３０余
名の現役部員が活動しておりま
す。
旧水道橋校舎中央ホールで，そ
して稲毛キャンパス体育館の卓球
場で過ごしたOBの先生方，是非
ともご参加いただきますよう下記
ご案内申し上げます。

記

期 日 平成２６年８月３０日（土）
会 場 ホテル メトロポリタン エドモント

千代田区飯田橋３－１０－８ Tel ０３－３２３７－１１１１
（飯田橋・水道橋駅から徒歩５分）

時 間 受付開始 １７：３０
祝賀会 １８：００

連絡先 東京歯科大学卓球部創立１００周年記念祝賀会準備会
北村 新 TEL ０４２－３３７－００８２

（昭和５８年卒 北村 新 記）

東京歯科大学卓球部 創立１００周年記念祝賀会 ご案内
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平成２６年４月６日東京ガーデン
パレスにおいて近江誠一草薙剣友
会（剣道部OB会）会長退任記念
会が開催されました。近江会長は
昭和６３年１１月１９日の草薙剣友会総
会で溝上喜久男先生ご逝去以来空
席であった草薙剣友会会長に選出
され，以来四半世紀にわたって本
学剣道部部員やOBにとっての支
えとして会長職を務められてきま
した。その功績をたたえ，忍足
功師範（範士八段）を来賓にお招
きし退任記念会が開催されまし
た。会場には遠方から参加した
OBと現役剣道部員を交えて５０名
を超える方々が近江先生へのこれ
までの感謝のため集まりました。
初めに剣友会会長を引き継ぎまし
た山根源之先生（Ｓ４５年卒）より
経過を含めたご挨拶を頂きまし
た。続いて剣道部部長田﨑雅和
先生（Ｓ５３年卒），ご来賓の忍足
功師範からお言葉を頂きました。
現役学生部員を代表して中野僚子
さん（５年生）から花束贈呈を，
そして山根源之剣友会会長から記
念品が贈呈されました。

剣道部は大正８年溝上喜久男先
生（Ｔ７年卒）により武道部とし
て創立されましたが，戦中，戦後
と活動は一時停止しておりまし
た。しかし，近江先生と同期の駒形
周三先生（Ｓ３６年卒）や神原常経
先生（Ｓ３７年卒）方々の熱い思い
で昭和３１年に加藤倉三部長のもと
剣道部が復活し，現在に至ってお
ります。長久保武彦先生（Ｓ４０年
卒）の乾杯のご挨拶では，OB会
名である「草薙剣友会」の草薙の
剣の由緒と，戦後剣道部を盛り上
げ現在に至ることができた当時の
情熱と今後も草薙剣友会を大切に
してほしい旨のご挨拶を頂きまし
た。
近江先生からは剣道部に新しい
部旗を贈呈されるとのことで，
田﨑雅和剣道部部長に目録が渡さ
れました。そして先生から「剣道
は，相手の気持ちを深く読み，自
分の心の鏡に相手に映し出す。澄
んだ心で相手に向かわなければ映
し出すことができない。自然体で
心の波の無い状態で向かい合うこ
とが大切である。臨床において

も，相手＝患者の身になって診る
ことで真の医療となるという点で
剣道と相通じるものがある。」と
のお言葉を頂きました。
祝宴の中で駒形守俊先生（H２
年卒），田中 彰（Ｓ５０年卒）先
生，寺岡洋一先生（Ｓ４９年卒）か
らご祝辞をいただき，新入会員，
現役部員の紹介など和やかな会を
持つことが出来ました。終わりに
あたり，渋谷忠幸先生（Ｓ４１年
卒）のもと，剣道部創部１００周年
にむかって全員で肩をくみ一つに
なり大きな声で校歌を斉唱，笠井
裕先生（Ｓ４１年卒）の音頭で万歳
三唱が行われ，髙橋諄吉先生（Ｓ
４０年卒）の閉会の辞をもって感謝
の会をお開きとし，二次会会場に
向かいました。
（昭和６０年卒 佐々木葉子 記）

「近江誠一東京歯科大学草薙剣友会会長退任記念会」が開催

写真が同窓会ホームページ≪http : //www.
tdc-alumni. jp≫に掲載されています。
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３月
１） 理事会
３月２９日（土） 第２回理事会

２） 委員会
３月３日（月） 事業推進部臨床セミナー委員会

（プログラム委員会）
６日（木） 学術事業交流についての協議会
１１日（火） 事業推進部卒後研修委員会
１２日（水） 広報部広報委員会
２０日（木） 事業推進部社会保障制度研究委員会
２４日（月） 会務運営協議会
２４日（月） 事業推進部卒後研修委員会

（№２ベーシックセミナー打合せ）
２５日（火） 事業推進部アカデミア生涯研修企画

会議
２６日（水） 総務・厚生部総務厚生委員会
２７日（木） 事業推進部新進会員のつどい準備会
２８日（金） 事業推進部臨床セミナー委員会

（インプラントセミナー打合せ）
３１日（月） 事業推進部臨床セミナー委員会

（№１臨床実技セミナー撮影会）
３１日（月） 事業推進部臨床セミナー委員会

（№３臨床セミナー打合せ）

３） 出張
３月１日（土） 全国歯科大学同窓会・校友会

日歯連盟参与会議 矢﨑会長出席
２日（日） 滋賀県支部総会（出張要請なし）

学術講演会 講師・佐藤 亨教授
（母校）

７日（金） 東京歯科大学歯科衛生士専門学校卒
業証書授与式 矢﨑会長出席

８日（土） 青森県支部総会 玉井副会長出席
学術講演会 講師・杉崎正志先生
（東京慈恵会医科大学歯科学教室教授）

１５日（土） 第１１９回東京歯科大学卒業証書・学
位記授与式 矢﨑会長出席

１５日（土） 大学院修了式（会長賞授与）

矢﨑会長出席
１５日（土） 第１１９期卒業生主催謝恩会

矢﨑会長出席
１５日（土） 群馬県支部総会（出張要請なし）

学術講演会 講師・蛯谷剛文先生
（東京都開業）

１９日（水） 千代田支部学術講演会
講師・矢島安朝教授（母校）

４） 事業
３月１３日（木） 東歯関係日歯役員・代議員，都道府

県歯会長と同窓会役員との懇談会懇
親会

１４日（金） 新入会員オリエンテーション
１７日（月） 水道橋病院臨床研修歯科医修了者へ

のオリエンテーション
２４日（月） 千葉病院臨床研修歯科医修了者への

オリエンテーション
２５日（火） 市川総合病院臨床研修歯科医修了者

へのオリエンテーション

４月
１） 理事会
４月２３日（水） 第２回常任理事会

２） 委員会
４月１日（火） 東京医科歯科大学歯科同窓会との学

術懇談会
３日（木） 同窓会創立１２０周年記念事業実行委

員会
３日（木） 事業推進部臨床セミナー委員会

（№１臨床実技セミナー予演会）
４日（金） 学術事業交流についての協議会
４日（金） 会計連絡会
５日（土） 事業推進部若手ネットワーク委員会

（全体委員会）
７日（月） 事業推進部臨床セミナー委員会

（№５臨床セミナー打合せ）
１１日（金） 広報部広報委員会

庶 務 日 誌
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１１日（金） 総務・厚生部ゴルフ大会委員会
１４日（月） 会務運営協議会
１４日（月） 事業推進部臨床セミナー委員会

（プログラム委員会）
１８日（金） 事業推進部社会保障制度研究委員会
１８日（金） 総務・厚生部総務厚生委員会
２２日（火） 事業推進部アカデミア生涯研修企画

会議
２３日（水） 事業推進部卒後研修委員会

（№２ベーシックセミナー最終予演
会）

２５日（金） 事業推進部臨床セミナー委員会
（№３臨床セミナー打合せ）

２８日（月） 事業推進部医療教養委員会

３） 出張
４月４日（金） 東京歯科大学歯科衛生士専門学校入

学式 矢﨑会長出席
５日（土） 東京歯科大学入学式 矢﨑会長出席
７日（月） 大学院入学式 矢﨑会長出席
１２日（土） 山形県支部総会 髙橋専務理事出席

学術講演会 講師・山下秀一郎教授
（母校）

１２日（土） 横浜西部支部総会 矢﨑会長出席
１９日（土） 昭和大学歯学部同窓会設立三十周年

記念式典・祝賀会 矢﨑会長出席
１９日（土） 広島県支部総会（出張要請なし）

学術講演会 講師・一戸達也教授
（母校）

２６日（土） 宮城県支部総会 矢﨑会長出席
学術講演会 講師・柴原孝彦教授
（母校）

４） 事業
４月２０日（日） TDC卒後研修セミナー２０１４ 卒研

セミナー№１臨床実技セミナー「極
めよう‼外科小手術と顎顔面の解剖
学」

２１日（月） 井出学長との座談会

５月
１） 理事会
５月２４日（土） 第３回理事会

２） 委員会
５月１日（木） 同窓会創立１２０周年記念事業実行委

員会 式典・講演会小委員会
１日（木） 同窓会創立１２０周年記念事業実行委

員会 祝賀会小委員会
１日（木） 事業推進部臨床セミナー委員会

（インプラントセミナー打合せ）
８日（木） 事業推進部臨床セミナー委員会

（№５臨床セミナー打合せ）
９日（金） 事業推進部臨床セミナー委員会

（№６臨床実技セミナー打合せ）
９日（金） 事業推進部臨床セミナー委員会

（インプラントセミナー打合せ）
１２日（月） 広報部広報委員会
１２日（月） 事業推進部臨床セミナー委員会

（研究委員会B）
１４日（水） 事業推進部卒後研修委員会

（№２ベーシックセミナーチュー
ター打合せ会）

１５日（木） 渉外部渉外委員会東歯同窓国会議員
を支える会

１６日（金） 事業推進部卒後研修委員会
１９日（月） 会務運営協議会
２０日（火） 事業推進部臨床セミナー委員会

（研究委員会B）
２６日（月） 総務・厚生部総務厚生委員会
２６日（月） 事業推進部臨床セミナー委員会

（№３臨床セミナー打合せ）
２６日（月） 事業推進部医療教養委員会
２７日（火） 事業推進部アカデミア生涯研修企画

会議
２７日（火） 事業推進部新進会員のつどい準備会
２８日（水） 総務関係連絡会

３） 出張
５月１０日（土） 四国地域支部連合会総会・支部長会

矢﨑会長，髙橋専務理事，久保田理
事出席

庶 務 日 誌
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学術講演会 講師・井上 孝教授
（母校）

１４日（水） 六歯科大学歯学部校友会同窓会懇談
会

１７日（土） 鳥取県支部総会 宮地副会長出席
学術講演会 講師・宮地建夫先生
（東京都開業）

３０日（金） 京橋支部学術講演会
講師・稲葉孝夫先生（東京都開業）

３１日（土） 福島県支部総会 矢﨑会長出席
学術講演会 講師・古澤成博教授
（母校）

４） 事業
５月１８日（日） TDC卒後研修セミナー２０１４ 卒研

セミナー№２ベーシックセミナー
「初診時に求められる診査・診断の
スキル」

５） 監査会
５月２３日（金） 監査会

６月
１） 理事会
６月２５日（水） 第３回常任理事会

２） 委員会
６月２日（月） 事業推進部卒後研修委員会
３日（火） 同窓会創立１２０周年記念事業実行委

員会 祝賀会小委員会
４日（水） 渉外部渉外委員会
５日（木） 同窓会創立１２０周年記念事業実行委

員会式典・講演会小委員会
６日（金） 事業推進部アカデミア事業連絡会
９日（月） 事業推進部社会保障制度研究委員会
９日（月） 事業推進部臨床セミナー委員会

（№３臨床セミナー最終予演会）
１０日（火） 事業推進部臨床セミナー委員会

（プログラム委員会）
１１日（水） 広報部広報委員会
１６日（月） 会務運営協議会

１７日（火） 事業推進部医療教養委員会
２３日（月） 事業推進部若手ネットワーク委員会
２４日（火） 事業推進部アカデミア生涯研修企画

会議
３０日（月） 事業推進部臨床セミナー委員会

（臨床実技セミナー打合せ）

３） 出張
６月７日（土） 近畿地域支部連合会支部長会

臼井常任理事，戸村理事出席
１３日（金） 下谷支部学術講演会

講師・高松 潔教授（母校）
１４日（土） 九州地域支部連合会支部長会

髙橋専務理事，田部理事出席
１４日（土） 全国歯科大学同窓・校友会学術担当

者連絡会 宮地副会長出席
１５日（日） 全国歯科大学同窓・校友会学術担当

者連絡会 宮地副会長出席
２１日（土） 東北地域支部連合会総会・支部長会

矢﨑会長，臼井常任理事，椎木理事
出席
学術講演会 講師・片倉 朗教授
（母校）

４） 事業
６月１９日（木） 東歯関係日歯役員・代議員，都道府

県歯会長と同窓会役員との懇談会懇
親会

２２日（日） TDC卒後研修セミナー２０１４ 卒研
セミナー№３臨床セミナー「診療の
基本技術」

２８日（土） TDC卒後研修セミナー２０１４ 卒研
セミナー特別企画 インプラントセ
ミナー －臨床から基礎へ，基礎か
ら臨床へ－「Evidence-Based-Clini-
cal Practice for Implant」

２９日（日） TDC卒後研修セミナー２０１４ 卒研
セミナー特別企画 インプラントセ
ミナー －臨床から基礎へ，基礎か
ら臨床へ－「Evidence-Based-Clini-
cal Practice for Implant」

庶 務 日 誌
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片桐敏夫君

は，夫人の章子

さんの愛に満ち

た眼差しに看取

られながら，平

成２６年２月２５日早朝，８１歳の生涯

を静かに閉じた。（合掌）

敏夫君は，知る人ぞ知る有名な

柳橋の料亭田川の息子である。親

の遺伝子を受け継いだのか，無類

のお人好しで，人を謗るとか，い

じわるをするとかは生涯無縁な人

間であった。家の前が芸者置き

場，いわゆる検番で，芸者の出入

の激しい所だったので，敏夫には

目の毒だと親が心配し，大学に

入ったときには，近くの別の所へ

下宿させられた。しかし，親の心

配とは無縁に，彼は専ら秋葉原を

うろついては新材料を集め，当時

珍しかったテープレコーダー作り

に熱中していた。友達に頼まれれ

ば，だれかれに関係なく気軽に

OKして，一生懸命作ってくれ

た。そんな彼はクラスメートから

は勿論大学の先生方にも好感を持

たれていた。卒業後は慶應病院へ

勤務の傍ら上條教授の許で研究を

許された。もうじき学位論文が出

来るという矢先，スキー場で生死

を彷徨う大怪我をした。驚いた教

授は，死んだら大変とばかり可愛

いがっていた彼の為に，急遽論文

審査のお膳立てをし，無事に学位

をとらせた。その後彼は奇跡的に

助かった。元気になった彼の姿を

みた教授は，「良かったなぁー」

と心から喜んだという。彼の優れ

たお人好しが，教授を動かしたの

だ。彼の人柄がわかる一コマであ

る。

さようなら！敏夫君

（昭和３０年卒・倉橋良彰 記）

お人好しの片桐敏夫君を悼む 四期会（昭和３１年卒）

逝 去 会 員

下記の会員が逝去されました。ここに謹んで哀悼の意を表し心からご冥福を

お祈り申し上げます。 （敬称略・届出順）

●昭 ２３ 卒 小 枝 泰 司（８８歳） 東京都品川区 ２６．２．４

●昭 ３４ 卒 若 松 晋（７８歳） 埼玉県入間郡 ２６．２．４

●昭 ５４ 卒 関 口 恵 一（５９歳） 埼玉県さいたま市 ２６．２．６

●昭 ２６ 卒 貝 塚 雅 信（８５歳） 東京都杉並区 ２６．２．１０

●昭 ２０．９ 卒 佐 野 健（８９歳） 東京都港区 ２６．２．１１

●昭 ２４ 卒 新 田 義 昌（８５歳） 愛知県名古屋市 ２６．１．２２

●推 薦 会 員 堺 み ち（１０１歳） 山形県長井市 ２６．２．１４

●昭 ２６ 卒 松 村 祐 治（８３歳） 長野県安曇野市 ２６．２．１６

●昭 ５８ 卒 藤 原 一 彦（５８歳） 神奈川県川崎市 ２６．２．１８

●昭 ２４ 卒 鈴 木 勲（８５歳） 群馬県藤岡市 ２６．２．１９

追 悼
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●昭 ２５ 卒 石 田 明（８５歳） 福島県会津若松市 ２６．２．２１

●昭 ２５ 卒 片 山 公 平（８４歳） 静岡県静岡市 ２６．２．２１

●昭 １９．９ 卒 泉 川 勇（９０歳） 茨城県笠間市 ２６．２．２１

●昭 ３１ 卒 片 桐 敏 夫（８１歳） 東京都台東区 ２６．２．２５

●昭 ５８ 卒 安 井 一 男（５５歳） 東京都練馬区 ２４．４．８

●昭 ３３ 卒 藤 波 潔（８０歳） 神奈川県川崎市 ２６．３．９

●昭 ４８ 卒 菊 池 哲（６６歳） 千葉県成田市 ２６．３．２７

●昭 ２０．９ 卒 安 井 哲 男（９２歳） 東京都練馬区 ２６．４．６

●昭 ４８ 卒 遠 藤 孝 平（６５歳） 東京都新宿区 ２６．４．５

●昭 ３８ 卒 田 中 彰（７５歳） 東京都世田谷区 ２６．４．６

●昭 ３５ 卒 島 田 弘 量（７８歳） 東京都国分寺市 ２６．４．７

●昭 １９．９ 卒 渡 辺 信 平（９１歳） 岡山県倉敷市 ２６．４．５

●昭 ４１ 卒 進 藤 修（７２歳） 神奈川県中郡 ２６．４．５

●昭 ２０．９ 卒 簗 瀬 伸（８９歳） 栃木県宇都宮市 ２６．４．１５

●昭 ４１ 卒 野 村 昌 志（７２歳） 東京都文京区 ２６．４．１５

●推 薦 会 員 山 根 た ま（９８歳） 千葉県市川市 ２６．４．１５

●昭 ４０ 卒 高 岡 正 行（７３歳） 愛知県名古屋市 ２６．４．１２

●昭 ４８ 卒 鈴 木 雅 信（６５歳） 千葉県鴨川市 ２６．４．１１

●昭 ２２ 卒 貞 包 剛 男（９０歳） 東京都目黒区 ２６．４．２０

●昭 ５２ 卒 水 谷 裕（６１歳） 愛知県名古屋市 ２６．４．１９

●昭 ３４ 卒 金 川 一 郎（７９歳） 茨城県日立市 ２６．４．６

●推 薦 会 員 金 光 秀 明（８３歳） 千葉県千葉市 ２５．９．２８

●昭 ３８ 卒 小 泉 昌 平（７８歳） 神奈川県横浜市 ２４．１１．２７

●昭 ２９ 卒 吉 川 郁 司（８６歳） 東京都狛江市 ２６．４．２２

●昭 ５７ 卒 山 田 哲 美（５７歳） 愛媛県今治市 ２６．５．４

●昭 ３０ 卒 杉 山 健（８３歳） 千葉県市川市 ２６．５．２

●昭 １３ 卒 佐牟田 欣 一（９７歳） 埼玉県入間郡 ２６．５．３

●推 薦 会 員 山 田 達 雄（９７歳） 新潟県長岡市 ２６．５．１６

●昭 ２０．９ 卒 樋 口 潔（９０歳） 北海道斜里郡 ２６．５．２２

●昭 ２３ 卒 河 合 幹（８６歳） 愛知県名古屋市 ２６．６．１

●昭 ３０ 卒 田 中 康 夫（８３歳） 静岡県浜松市 ２６．５．３０

●昭 ２０．９ 卒 五十嵐 俊 榮（９２歳） 山形県長井市 ２６．６．５

●昭 ２４ 卒 鮎 澤 武 齢（８９歳） 東京都中野区 ２６．４．８

●昭 ３５ 卒 大 内 晟（７９歳） 福島県郡山市 ２６．６．７

逝 去 会 員
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◆投 稿 規 定

⑴ 原稿締め切り
原稿の締め切りは，発行前月の１０日までとし，
原則として締め切り翌月発行の会報に掲載いた
します。

⑵ 投 稿 様 式
投稿は原稿用紙に横書きとし，便箋などの使用
はご遠慮下さい。ワープロ等電子機器使用の場
合は１行１５字で設定して下さい。写真はピント
のあったものを，大きいサイズ（２Lなど）で
集合写真のみでなく，スナップなども添えて下
さい。

⑶ ご投稿いただいた原稿は原則として原文のまま
掲載いたします。ただし，紙面の都合により加
筆削除等お願いすることがありますので，ご了
承下さい。なお，掲載については委員会にご一
任いただきます。

⑷ 写真等の返却
写真等は，原則として返却いたしませんが，特
に貴重な写真の場合は，その旨書き添えて下さ
れば返却いたします。写真は同窓会ホームペー
ジにも掲載されることがあります。

※平成２６年度より，偶数月発行から年間４回（２，６，１０，１２月）の発行になりました。

電子メールでの投稿は同窓会ホームページ
http : //tdc-alumni.jp/organization/dousoukai/kouhoubu/をご覧下さい。

⑸ 投 稿 字 数

投稿欄 内容 文字数，備考

追悼 故人の追悼文 ６００字程度でお願いしています。

すいどうばし
いなげ

随想，詩，短歌，
時評など

１編１，７００字程度（１ページ）。投稿者本人にしか解らない思い入れ
や，取り止めのない随筆はご遠慮いただき，出来るだけ大学や同窓
会に縁（ゆかり）あるものが望ましい。

支部のうごき
クラス会だより

１ページ１，７００字程度（１ページ以内でお願いします）
写真が入る場合下記を参考に文字数を減らしてください。
全員の集合写真は７２０字に相当，会場風景や大勢のスナップ写真は
３６０字相当，数人のスナップ写真は１２０字相当で掲載します。
尚，同窓会ホームページよりひな型をダウンロードできますのでご
利用下さい。

投稿送付書 郵送で投稿の方は下記送付書に内容を記載し，同封をお願いします。

お名前（漢字） フリガナ 所属支部 支部

卒業年数（どれか１つ） （昭和・平成・西暦） 年卒 ／ 期卒

住所（自宅・勤務先） 〒

電話番号（自宅・連絡先） － － FAX番号 － －

投稿先
□に�印チェック

同窓会会報 □カラーグラビア □追悼 □支部のうごき
□ふるさと自慢 □すいどうばし □いなげ
□クラス会だより □OB，グループ・サークル

貼付写真枚数 枚

その他ご希望 （例 写真の順番・重要度など）
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◆へんしゅうこうき ★平成２６年３月１５日（土）に東京歯科大学卒業式が，４月５日（土）には東京歯科
大学入学式が執り行われました。
今回は１１９期の卒業生１２３名が巣立っていきました。入学式は３２年の時を経て伝統
の地である水道橋に戻り，新しい血脇ホールで行われた最初の入学式となりまし
た。
そして１２５期１２８名の新入生が入学してきました。定員割れの歯科大学もあるなか
で，幸い母校はその影響を最小限に抑え優秀な新入生を迎えたようです。
希望に満ちて入学してきた新入生の皆様には勉学に，そして各種活動におおいに
励んでいただきたい。そしてこれから始まる６年間は人生にとって最も華やかで
大切な時，水道橋を学びの拠点として，ぜひ充実した学生生活を過ごしていただ
きたいと切に願います。

★第１０７回歯科医師国家試験の合格者が発表されました。我が東京歯科大学の合格
率は総合９４．５％と２９校の歯科大学で３年連続トップの座を守り，国公立平均をも
大きく上回っておりました。同窓としてたいへん誇りに思える発表でした。もち
ろん学生達は優秀で素晴らしいのですが，彼らをサポートした大学関係者皆様の
尽力に厚く感謝致します。晴れて歯科医師になられた先生方，おめでとうござい
ます。「医はこれ済生ひとへに仁なり…」この校歌に込められた伝統と歯科医学
の発展を是非とも継承して行ってほしいと願います。

★今回のクラス会だよりは多数寄せられました。集合写真を拝見すると，皆さまの
お顔がたいへん高精細に写っており，最近のデジタルカメラの性能向上に感心さ
せられます。私も１０年ぶりのクラス会に出席しましたが，新校舎の見学において
は最新設備の充実さに感嘆致しました。また，久しぶりの再会であっても学生時
代と変わらない友人達と話が弾み，瞬く間に時間が過ぎていました。

★この度２００４年以来の会員名簿作成に入りました。間違いの無い正確な名簿の作成
はとても困難を極める作業となります。今号同封の問い合わせ用紙においては迅
速且つ正確に対処していただきますよう宜しくお願いします。

★東京歯科大学同窓会ホームページは「スマホ・タブレット」「観たいコンテンツ
へダイレクトにアクセス」をキーワードに大幅なリニューアルをおこなって今月
で１年が経過しました。アクセスパスワードを廃止し９０％以上のコンテンツに
「オープン化」を施しました。また SNSでは「東京歯科大学同窓会広報部」Face-
book ページにおいても逐次記事の掲載をしております。皆さまのご感想はいか
がでしょうか，ぜひご意見頂きたいと思っております。 （山口雅史 記）

広報部広報委員会
委 員 長 臼田 準
副委員長 福井 雅之

山口 雅史
委 員 古澤 成博

奥野 圭子
佐々木葉子
皆川 雅彦
渡邊 宇一
島田 篤
西村 哲雄
横田 東生

広報部担当理事 小池 修

平成２６年６月２０日 印刷
平成２６年６月２５日 発行

東京歯科大学同窓会会報 第３９６号

発行人
編集人

小 池 修
臼 田 準
東 京 歯 科 大 学 同 窓 会

同窓会ホームページアドレス
http://www.tdc-alumni.jp

〒１０１‐００６１ 東京都千代田区三崎町２－９－１８
電 話（０３）５２７５－１７６１
ＦＡＸ（０３）３２６４－４８５９

印刷所 一 世 印 刷 株 式 会 社
〒１６１‐８５５８ 東京都新宿区下落合２－６－２２

電 話（０３）３９５２－５６５１（代）
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